
号

北区魅力発信フリーペーパー「つひまぶ」vol.6　2015年 11月 1日発行（毎年 3・7・11月発行予定）　編集・発行：つひまぶ実行委員会／大阪市北区役所＋北区のおもろ通信団（浅香保ルイス龍太・
棚橋真理・藤堂千代子・山田寿也・山本宜弘・依藤智子）＋大阪市職員ボランティア 連絡先：大阪市北区役所（大阪市北区扇町 2-1-27）　【tel】 06-6313-9743　【fax】 06-6362-3821　【mail】 
tsuhimabu@gmail.com　【blog】http://tsuhimabu.blogspot.jp（誌面に載せきれない情報はブログでね♥）　定価：0 円　主な配布場所：大阪市北区役所・北区民センター・大淀コミュニティ
センターほか多数 （配布場所はブログにて随時お知らせします）　※当雑誌の内容、テキスト、画像、イラスト等の無断転載・無断使用を禁止します。

キタを愛する人たちのための、キタを再発見するマガジン。ネットに載らない情報テンコ盛り。

11月号

2015

つながるひと
まちぶんか

TBGL

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
っ
て
何
だ
？

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
っ
て
何
だ
？

ドラァグクィーンのショーを見ながら「女らしさって、どこから来るんだろう？」「男らしさって？」ぼんやりと考えていました。ステージに立って、歌い踊
るドラァグクィーンの姿は、特別な動きなんてなにもしていないのに、とても女らしく見えて、その一挙一動にくぎ付けになり、魅せられます。ショーが進
んでいくと、そんなことはどうでもよくなり、「キレイに性別はないんだよな」とあたりまえのことを思い出したりするのです。今回は、そんな瞬間の連続でした。
体を鍛えることや筋肉について熱く語る人に会ったのも初めてでした。自分をどう見せるかを意識するってこういうことなんだな、と感じずにはいられません。
外見だけでなく、取材に応じてくださったみなさんのキャラの濃さにも圧倒され、魅了されっぱなしでした。人を知ると、そのぶんだけ、新しい発見があって、
おもしろいことが増えます。つひまぶをつくっていて楽しいのは、じつはそんなときです。（毬）

ゲイのコミュニティセンター。HIV や性感染
症について知りたい人や相談したい人は、ぜ
ひこちらへ。丁寧に話を聞いてくれて、一緒
に考えるお手伝いをしてくれます。電話相談
や対面相談もあり。

http://tsuhimabu.blogspot.jp

「つひまぶ」
ブログ

毎週月・木

更新♥

「つひまぶ」では、編集メンバーを随時募集しています。興味がある方は、Facebookにてご連絡いただくか、大阪市北区役所地域課区民協働担当（tel. 06-6313-9743）までご連絡ください。

コミュニティ HIV・性感染症検査、情報

【TEL】06-6361-9300
【HP】http://www.dista.be/

■ dista

こころの相談／毎週火曜 20:00～22:00受付。
同性愛者の悩みや心の問題について対応。家
族の方からの相談もOK。

からだの相談／第１水曜 21:00～23:00受付。
同性愛者の身体の悩みや病気について対応。

【TEL】050-5539-0246
【HP】http://www.agp-online.jp/

■こころの相談・からだの相談
（AGP）

第１土曜 12:30 ～ 15:00 実施。同じセクシ
ュアリティ同士の経験をもとにした、仲間と
しての立場から相談に乗ってくれます。レズ
ビアンと多様な女性（セクシュアルマイノリ
ティの女性）と、その家族・関係者を対象に
しています。

電話は平日 20:00 ～ 22:00、土日祝 13:00
～ 22:00、メールは随時受付。性同一性障害
や性的指向、性分化疾患などに関することの
相談に乗ってくれます。

【TEL】03-6322-5145
【HP】http://www.co-llabo.jp/

■ coLLabo LINE（NPO法人レイ
ンボーコミュニティ coLLabo）

電話、メールともに、随時受付。家族や友人
が LGBT 当事者を受け入れられるよう、サポ
ートを受けられます。

【TEL】090-6055-2424
【E-mail】family2006@goo.jp
【HP】http://lgbt-family.or.jp/

■LGBTの家族と友人をつなぐ会

【TEL】080-6049-8843
【E-mail】esto@estonet.info
【HP】http://estonet.info/

■性と人権ネットワーク ESTO

【所在地】大阪市北区扇町2-1-27
【TEL】06-6313-9882
【HP】http://www.city.osaka.lg.jp/kita/
            page/0000246793.html
【検査受付】月・火・木・金／9:30～11:00
　　　　　　水／14:00～15:30

■北区保健福祉センター

【HP】http://www.pref.osaka.lg.jp/
　　　　chikikansen/aids/jouhou.html

■大阪府エイズ・HIV情報

【所在地】大阪市浪速区難波中1-6-8
　　　　　イチエイ総合ビル3F
【TEL】火・木・土／06-6632-0632
　　　　（スマートらいふクリニック）
　　　　日／06-4256-8681
　　　　（サンサンサイトJHCクリニック）
【HP】http://www.chotcast.com/
【検査受付】火・木／18:00～20:00（先着50名）　
　　　　　　  土・日／14:00～15:30（先着50名）　
　　　　　　  ※土・日は13:30から整理券を配布

■ chot CAST なんば
（大阪検査相談・啓発・支援センター）

月・水曜（祝日は休み）19:00 ～ 21:00 受付。
HIV 陽性の人とパートナー、家族のための電
話相談。匿名で利用できます。電話をかけて
きた方の番号は表示されません。本名や住所
など個人が特定できる情報も聞かれません。

【TEL】06-6358-0638
【HP】http://www.charmjapan.com/
　　　 hiv-supportline/

■HIVサポートライン関西
（NPO法人CHARM）

第４月曜16:00～18:00受付。LGBTsはじめ，
さまざまな性的指向や性自認を有する方のた
めの専門電話相談。弁護士対応。相談料無料
です。

HIV やエイズの基本的な情報について解説し
ているページ。
大阪府域の検査機関の情報、治療拠点病院、
HIV についての相談窓口の情報も掲載されて
います。

【HP】http://www.safersex.jp/
■ SAFER SEX Info

ゲイ、バイセクシュアル男性の HIV や性感染
症について知りたいとき、セーファーセック
スについて迷ったとき、感染の可能性が考え
られるとき…。そんな疑問や悩みを持ったと
きや、もっとセックスを楽しみたい人に向け
た応援サイト。

【TEL】06-6364-6251
【HP】https://www.osakaben.or.jp/
          info/2015/2015_0422.pdf

■ LGBTs のための電話相談
（大阪弁護士会）

第 1～ 4 月・水曜 17:00 ～ 22:00 受付。友
人との関係、学校のこと、職場のこと、恋愛、
パートナーとの関係、家族との関係、  セック
ス、性感染症、LGBT かどうかわからない、
少しだけ話してみたい… etc 当事者だけでな
く、家族や友人からの相談も受け付けています。

【TEL】0570-009-918
【HP】http://niji-yodogawa.jimdo.com/

■LGBT電話相談
（淀川区 LGBT支援事業）

セクシュアリティを自由に表現できる社会の
実現を目指し、講座の開催や電話相談などを
実施。同時に、セクシュアリティやジェンダ
ーをテーマとして活動する個人や団体の活動
をサポートするよう、事務所やミーティング
のスペースを提供しています。コンタクトは
HP内の「お問い合わせ」から。

【所在地】大阪市北区西天満4-５-5
　　　　　マーキス梅田707号室
【HP】http://qwrc.jimdo.com/

■QWRC（くぉーく）

電話相談

自殺予防・DV・性暴力・セクシュアルマイノ
リティの専門回線があります。外国語や聞き
取りが難しい方のための対応もあります。24
時間受付。通話料無料。

【TEL】0120-279-338
【HP】http://279338.jp/yorisoi/

■よりそいホットライン（一般社団
法人社会的包摂サポートセンター）

つひまぶ LGBT便利帳

ここで紹介するそれぞれの団体の情報は、予告なく変更に
なる場合もあります。事前にご確認のうえ、ご利用ください。

『レインボーフェスタ 2015』（扇町公園）にておこなわれた、女性２人による「平等結婚式」

編 集 後 記



そ
の
〝
多
様
性
〞
を
認
め
合
う
と
い
う
こ
と
は
、

あ
な
た
と
私
の
顔
が
違
う
よ
う
に
、
あ
な
た
と
私

の
〝
性
〞
は
違
う
、
そ
れ
だ
け
の
こ
と
で
、
そ
こ

に
は
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
も
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
も
な
け
れ

ば
、
特
別
も
普
通
も
な
い
、
と
い
う
こ
と
だ
。

「
Ｔ
Ｖ
の
な
か
だ
け
で
は
な
く
て
、
現
実
に
、
身

近
に
こ
れ
だ
け
の
人
が
い
る
と
い
う
こ
と
も
、
こ

こ
に
来
れ
ば
わ
か
る
。
そ
う
い
う
場
は
大
切
。
こ

の
か
た
ち
を
続
け
て
い
っ
て
、
次
の
10
年
を
目
指

し
た
い
で
す
。
自
分
の
居
場
所
を
探
し
に
来
る
人

や
出
会
い
を
求
め
て
や
っ
て
来
る
人
の
た
め
に
も
、

開
か
れ
た
場
を
維
持
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
今
年
は
、
地
元
や
行
政
の
協
力
で
地
域
ぐ

る
み
の
催
し
に
な
っ
た
の
が
、
と
て
も
う
れ
し
い

で
す
」。

『
レ
イ
ン
ボ
ー
フ
ェ
ス
タ
！
実
行
委
員
会
』
の
事

務
局
長
で
あ
る
斉
藤
誠
さ
ん
は
、
そ
う
話
す
。

フ
ェ
ス
タ
に
参
加
し
て
い
る
団
体
は
、
バ
ラ
エ

テ
ィ
に
富
ん
で
い
る
。

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
当
事
者
た
ち
、Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
を
め
ぐ
る

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
る
団
体
、

賛
同
す
る
店
舗
の
み
な
ら
ず
、
今
回
は
、
堂
山
町

会
も
参
加
し
て
い
る
。

「
こ
れ
ま
で
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
人
た
ち
と
接
点
を
持
っ

て
こ
な
か
っ
た
の
で
、
一
緒
に
ま
ち
づ
く
り
を
し

て
い
き
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
参
加
を
決
め
ま

し
た
。
町
会
単
位
で
参
加
す
る
ケ
ー
ス
は
あ
ま
り

例
が
な
い
ら
し
い
の
で
す
が
、
実
行
委
員
会
も
す

ご
く
歓
迎
し
て
く
れ
て
い
ま
す
」
と
、
堂
山
町
会

役
員
の
鈴
木
慎
二
さ
ん
は
、
地
元
の
町
会
が
参
加

す
る
意
義
を
語
っ
て
く
れ
た
。

非
営
利
団
体
だ
け
で
な
く
、
企
業
の
参
加
も
見
ら

れ
る
。Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
向
け
の
婚
礼
プ
ラ
ン
を
提
供
す

る
ホ
テ
ル
や
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
会
社
、
旅
行
代
理
店

な
ど
。

「
Ｉ
Ｇ
Ｌ
Ｔ
Ａ（
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
た
め
の
国
際
旅
行
団

体
）
の
年
次
総
会
に
出
席
し
た
と
き
、
日
本
か
ら

の
参
加
企
業
だ
け
が
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
向
け
の
プ
ラ
ン
を

開
発
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
、

西
陽
に
照
ら
さ
れ
な
が
ら
、
パ
レ
ー
ド
を
終
え
て

清
々
し
い
顔
を
し
た
人
た
ち
が
扇
町
公
園
に
帰
っ

て
く
る
。
虹
色
に
彩
ら
れ
た
フ
ラ
ッ
グ
を
手
に
す

る
人
た
ち
に
混
じ
っ
て
、
無
数
の
プ
ラ
カ
ー
ド
を

掲
げ
る
人
た
ち
が
い
る
。「
み
ん
な
違
っ
て
い
い
」

「
す
べ
て
の
家
族
は
平
等
」「
同
性
が
好
き
。
性
別

に
違
和
感
が
あ
る
。
そ
ん
な
人
が
世
の
中
に
い
ま

す
」「
身
近
に
セ
ク
マ
イ
が
い
る
よ
う
に…

身
近

に
ア
ラ
イ
は
い
ま
す
」。
セ
ク
マ
イ
は
セ
ク
シ
ュ

ア
ル
・
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
（
性
的
少
数
者
）
の
略
で
、

ア
ラ
イ
（ally

）
と
は
、
人
権
の
平
等
化
や
男
女

同
権
、Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
社
会
運
動
の
支
援
を
お
こ
な

う
当
事
者
以
外
の
人
々
を
指
す
。
つ
ま
り
、
理
解

者
や
仲
間
の
こ
と
だ
。

10
月
10
日
、
扇
町
公
園
に
て
、『
レ
イ
ン
ボ
ー
フ
ェ

ス
タ
！
２
０
１
５×

関
西
レ
イ
ン
ボ
ー
パ
レ
ー
ド

10
』
が
開
催
さ
れ
た
。
多

様
な
〝
性
〞
に
つ
い
て

考
え
る
き
っ
か
け
を
つ

く
り
、
す
べ
て
の
人
が
よ

り
豊
か
な
〝
性
〞
を
享

受
で
き
る
よ
う
開
催
さ

れ
た
フ
ェ
ス
タ
は
、
今
年

で
３
年
目
を
迎
え
、
パ

レ
ー
ド
は
10
年
を
数
え
る
。
今
年
は
約
７
０
０
０

人
が
来
場
し
、
国
内
外
か
ら
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
マ

イ
ノ
リ
テ
ィ
を
含
む
約
１
０
０
０
人
が
パ
レ
ー
ド

を
お
こ
な
っ
た
。

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
と
は
、
レ
ズ
ビ
ア
ン
（
女
性
同
性
愛

者
）・
ゲ
イ
（
男
性
同
性
愛
者
）・
バ
イ
セ
ク
シ
ュ

ア
ル
（
両
性
愛
者
）・
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
（
性

同
一
性
障
害
を
含
む
性
別
越
境
者
）
の
人
々
を
意

味
す
る
頭
字
語
で
、
近
頃
で
は
、
よ
く
目
に
す
る

よ
う
に
な
っ
た
。

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
と
い
う
言
葉
が
少
し
ず
つ
浸
透
し
て
き

た
こ
と
を
と
っ
て
も
そ
う
だ
が
、
10
年
前
と
比
し

て
、
状
況
は
大
き
く
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。
記
憶
に

新
し
い
と
こ
ろ
で
は
、
今
年
の
６
月
26
日
、
ア
メ

リ
カ
の
連
邦
最
高
裁
判
所
が
同
性
婚
を
認
め
る
画

期
的
な
判
断
を
示
し
た
。

「
人
と
人
の
さ
ま
ざ
ま
な
結
び
つ
き
の
な
か
で
、

結
婚
以
上
に
深
い
結
び
つ
き
が
あ
ろ
う
か
。
な
ぜ

な
ら
、
結
婚
と
は
、
最
も
崇
高
な
愛
、
忠
誠
、
献

身
、
自
分
を
犠
牲
に
し
て
で
も
守
り
た
い
気
持
ち

を
含
ん
で
お
り
、
家
族
を
抱
く
こ
と
で
あ
る
。
婚

姻
関
係
を
結
ぶ
こ
と
で
、
ふ
た
り
の
個
人
は
、
今

ま
で
の
自
分
を
は
る
か
に
超
え
て
、
深
み
の
あ
る

人
間
に
な
る
。

今
回
の
訴
訟
の
申
立
人
た
ち
は
、
た
と
え
死
が
ふ

た
り
を
分
か
つ
と
し
て
も
、
な
お
途
切
れ
な
い
愛

情
が
結
婚
に
は
あ
る
と
、
証
明
し
て
い
る
。
ゆ
え

に
、
申
立
人
た
ち
が
結
婚
と
い
う
営
み
を
軽
視
し

て
い
る
と
す
る
の
は
、
大
き
な
誤
解
で
あ
る
。
彼

ら
の
申
し
立
て
は
、
結
婚
と
い
う
営
み
の
意
味
を

尊
重
し
て
い
る
が
た
め
で
あ
り
、
だ
か
ら
こ
そ
、

自
ら
も
そ
れ
を
成
し
得
ん
と
し
て
い
る
。

申
立
人
た
ち
が
望
む
の
は
、
非
難
さ
れ
、
孤
独
の

う
ち
に
生
涯
を
終
え
る
こ
と
の
な
い
こ
と
。
ま
た
、

古
い
体
制
や
思
想
の
た
め
に
社
会
か
ら
排
除
さ
れ

る
こ
と
な
く
、
生
を
全
う
で
き
る
こ
と
。
法
の
下

に
、
平
等
な
る
尊
厳
を
求
め
て
い
る
の
で
あ
る
」。

こ
の
、
全
文
が
愛
に
満
ち
た
美
し
い
裁
判
所
命
令

に
よ
り
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
は
虹
色
に
染
め
ら
れ
、

ア
メ
リ
カ
は
世
界
で
21
番
目
の
「
同
性
婚
が
認
め

ら
れ
て
い
る
国
」
と
な
っ
た
。

そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
遡
る
こ
と
３
月
31
日
、
東

京
都
の
渋
谷
区
議
会
は
、
同
性
カ
ッ
プ
ル
に
対
し
、

結
婚
に
準
じ
る
関
係
と
認
め
る
「
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
証
明
」
を
発
行
す
る
全
国
初
の
条
例
案
を

可
決
し
、
４
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
て
い
る
。

６
月
に
は
芸
能
界
で
活
動
す
る
女
性
２
人
が
結
婚

式
を
挙
げ
、
会
見
を
お
こ
な
っ
た
。

も
ち
ろ
ん
、
こ
う
し
た
動
き
に
反
対
す
る
人
や
嫌

悪
感
を
覚
え
る
人
が
い
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
そ

れ
で
も
、
今
ま
で
な
ん
と
な
く
の
差
別
や
偏
見
で
見

え
に
く
く
な
っ
て
い
た
も
の
が
、
反
対
意
見
も
含
め

て
表
に
出
て
き
た
こ
と
を
歓
迎
す
る
声
は
多
い
。

大
阪
市
に
目
を
転
じ
る
と
、
淀
川
区
が
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ

支
援
の
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

北
区
に
は
、
な
ん
と
い
っ
て
も
、「
堂
山
町
」
が

あ
る
。

東
の
新
宿
２
丁
目
、
西
の
堂
山
町
。

そ
ん
な
ふ
う
に
言
わ
れ
る
ほ
ど
、
堂
山
町
に
は
Ｌ

Ｇ
Ｂ
Ｔ
関
連
の
店
が
集
ま
っ
て
い
て
、
西
日
本
最

大
の
ゲ
イ
・
タ
ウ
ン
を
形
成
し
て
い
る
。

特
に
、
堂
山
町
の
北
側
か
ら
万
歳
町
に
か
け
て
、

パ
ー
ク
ア
ベ
ニ
ュ
ー
堂
山
や
そ
こ
か
ら
北
側
に
延

び
る
路
地
を
中
心
と
し
た
エ
リ
ア
に
は
、Ｌ
Ｇ
Ｂ

Ｔ
関
連
の
店
が
約
３
５
０
店
集
ま
っ
て
い
る
と
言

わ
れ
て
い
る
。
最
近
で
は

海
外
か
ら
訪
れ
る
人
も
多

く
、
世
界
で
も
有
数
の
Ｌ

Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
聖
地
と
な
っ
て

い
る
。

口
承
に
よ
る
と
、
70
年
代

後
半
に
オ
ー
プ
ン
し
た
ゲ

イ
デ
ィ
ス
コ
の
「
ウ
ォ
ー

ム
・
ガ
ン
」
や
「
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
」、
ゲ
イ
バ
ー

の
「
ス
ト
ー
ク
」
や
「
サ
ガ
」
な
ど
が
草
分
け
的

な
存
在
で
は
な
い
か
と
言
わ
れ
て
い
る
。
80
年
代

に
は
、
ゲ
イ
デ
ィ
ス
コ
「
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
」
が

一
世
を
風
靡
し
た
。
当
時
、「
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
」

ほ
ど
オ
シ
ャ
レ
な
店
は
大
阪
の
ど
こ
を
探
し
て
も

な
か
っ
た
と
、
多
く
の
人
が
口
を
そ
ろ
え
る
。

堂
山
町
と
そ
の
周
辺
に
昔
か
ら
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
や

デ
ィ
ス
コ
、
ク
ラ
ブ
な
ど
の
音
楽
情
報
発
信
基
地

が
多
数
存
在
す
る
の
も
、
こ
う
し
た
ゲ
イ
カ
ル

チ
ャ
ー
と
無
縁
で
は
な
く
、
相
互
に
影
響
を
及
ぼ

し
あ
い
な
が
ら
、
日
本
の
音
楽
シ
ー
ン
を
牽
引
し

て
き
た
側
面
も
あ
る
。
ド
ラ
ァ
グ
ク
ィ
ー
ン
も
そ

う
し
た
シ
ー
ン
か
ら
登
場
し
、
そ
の
奇
抜
な

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
や
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
、Ｔ
Ｖ
で
も

お
な
じ
み
に
な
っ
て
い
る
。

『
レ
イ
ン
ボ
ー
フ
ェ
ス
タ
！
２
０
１
５
』
が
毎
年

開
催
さ
れ
て
い
る
の
は
、
そ
ん
な
堂
山
町
の
お
隣

に
あ
る
扇
町
公
園
。

「
一
人
ひ
と
り
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
、Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
や

性
的
少
数
者
を
含
む
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
多
様

性
を
祝
う
お
祭
り
」
だ
。

ス
テ
ー
ジ
で
は
、
テ
ク
ノ
や
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
な
ど

ゲ
イ
カ
ル
チ
ャ
ー
が
深
く
関
与
し
て
き
た
音
楽
や
、

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
人
た
ち
に
よ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、

高
校
生
に
よ
る
吹
奏
楽
な
ど
、
カ
ラ
フ
ル
な
コ
ン

テ
ン
ツ
が
次
々
と
繰
り
出
さ
れ
る
。
手
話
サ
ー
ク

ル
と
の
コ
ラ
ボ
が
あ
れ
ば
、
漫
画
家
に
よ
る
ト
ー

ク
シ
ョ
ー
、
大
喜
利
も
。
サ
ラ
ダ
ボ
ウ
ル
の
よ
う

に
、
さ
ま
ざ
ま
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
並
立
共
存

す
る
ス
テ
ー
ジ
は
、〝
多
様
性
〞
そ
の
も
の
を
表

現
し
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
。

象
徴
的
な
シ
ー
ン
と
し
て
、
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
純

白
の
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
ド
レ
ス
に
身
を
包
ん
だ
女
性

２
人
に
よ
る
、「
平
等
結
婚
式
」
が
お
こ
な
わ
れ
た
。

「
な
に
を
言
わ
れ
る
か
わ
か
ら
な
い
不
安
も
あ
っ

た
け
れ
ど
も
、
た
く
さ
ん
の
人
に
祝
福
し
て
い
た

だ
い
て
、
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
。
こ
れ
を
機
に
、

い
ろ
ん
な
人
に
理
解
し
て
も
ら
え
る
き
っ
か
け
と

な
れ
ば
」
と
、
多
く
の
人
に
祝
福
さ
れ
た
あ
と
に
、

晴
れ
や
か
な
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
た
。

人
間
の
〝
性
〞
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
あ
り
か
た
が
あ

り
、
男
性
の
身
体
、
女
性
の
身
体
と
い
う
分
け
か

た
で
は
な
く
、
身
体
は
男
性
だ
け
れ
ど
も
心
は
女

性
で
あ
る
人
、
身
体
は
女
性
だ
け
れ
ど
も
心
は
男

性
で
あ
る
人
が
い
る
。
身
体
は
男
性
で
、
心
は
女

性
で
、
男
性
を
好
き
に
な
る
人
。
身
体
は
男
性
で
、

心
は
女
性
で
、
女
性
を
好
き
に
な
る
人
。
組
み
合

わ
せ
は
い
く
ら
で
も
あ
る
。Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
は
４
つ
の

性
の
あ
り
か
た
の
総
称
だ
が
、
実
際
に
は
、
４
つ

の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
け
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、

無
限
に
細
分
化
で
き
、
虹
色
の
よ
う
に
グ
ラ
デ
ー

シ
ョ
ン
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
ひ
と
り
の
人
が

持
つ
性
も
、
固
定
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
て
、
変

化
す
る
こ
と
も
あ
る
。

そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
〝
性
〞
は
多
様
で
あ
り
、
つ
ま

り
、
一
人
ひ
と
り
は
違
う
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、

当
ホ
テ
ル
で
も
婚
礼
プ
ラ
ン
を
開
発
し
て
、Ｌ
Ｇ

Ｂ
Ｔ
フ
レ
ン
ド
リ
ー
な
ホ
テ
ル
で
あ
る
こ
と
を
発

信
し
て
い
ま
す
。
ニ
ー
ズ
は
、
間
違
い
な
く
あ
り

ま
す
」
と
力
強
く
話
す
の
は
、
フ
ェ
ス
タ
の
オ

フ
ィ
シ
ャ
ル
パ
ー
ト
ナ
ー
で
も
あ
る
ホ
テ
ル
グ
ラ

ン
ヴ
ィ
ア
京
都
の
営
業
推
進
室
担
当
室
長
の
池
内

志
帆
さ
ん
。

電
通
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
・
ラ
ボ
が
２
０
１
５
年
に

お
こ
な
っ
た
調
査
『
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
調
査
２
０
１
５
』

で
は
、
約
７
・
６
％
が
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
層
に
該
当
す
る

と
分
析
さ
れ
、
海
外
か
ら
の
観
光
客
も
増
え
続
け

る
な
か
、
同
性
カ
ッ
プ
ル
の
宿
泊
対
応
や
婚
礼
プ

ラ
ン
な
ど
、
市
場
は
拡
大
の
兆
し
を
見
せ
て
お
り
、

市
場
規
模
は
５
兆
９
４
０
０
億
円
に
の
ぼ
る
と
算

出
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
市
場

と
肩
を
並
べ
る
規
模
だ
。

社
会
の
な
か
で
多
様
性
が
進
行
し
、
そ
こ
に
需
要

が
生
ま
れ
つ
つ
あ
る
と
考
え
る
意
欲
的
な
企
業
が
、

適
切
な
サ
ー
ビ
ス
を
携
え
て
進
出
す
る
。
法
整
備

や
社
会
の
意
識
の
変
化
、
そ
し
て
ビ
ジ
ネ
ス
。
こ

の
両
輪
で
、Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
を
取
り
巻
く
環
境
は
少
し

ず
つ
前
進
し
て
い
る
。

『
つ
ひ
ま
ぶ
』
今
号
で
は
、Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
を
軸
に
さ
ま

ざ
ま
な
人
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
お
こ
な
っ
た
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
や
法
律
事
務
所
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
現
場
、

飲
食
店
の
現
場
、
当
事
者
か
ら
支
援
者
ま
で
、
視

点
を
変
え
て
、
多
く
の
方
か
ら
お
話
を
聞
い
た
。

こ
れ
ま
で
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
課
題
や

現
状
を
数
多
く
教
え
て
い
た
だ
い
た
の
と
同
時
に
、

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
性
を
も
の
と
も
せ
ず
に
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
に
生
き
て
い
る
人
が
た
く
さ
ん
い
る
の
だ
と
い

う
こ
と
も
、
知
る
こ
と
が
で
き
た
。

浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
の
は
、Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
人
た

ち
も
ま
た
、
壮
大
と
卑
小
の
は
ざ
ま
に
生
き
る
市

井
の
人
で
あ
る
と
い
う
、
あ
た
り
ま
え
の
こ
と
だ
。

同
時
に
、
多
く
の
人
が
集
ま
る
大
都
市
・
キ
タ
の

魅
力
の
ひ
と
つ
は
、
そ
れ
こ
そ
、〝
多
様
性
〞
で

は
な
か
っ
た
か
と
い
う
こ
と
も
、「
再
発
見
」
で

き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。（
終
）

企
画
・
構
成
・
文
・
写
真
／
浅
香
保
ル
イ
ス
龍
太

大
都
市
・
キ
タ
の
魅
力
の
ひ
と
つ
は
〝
多
様
性
〞

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
は
そ
の
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
教
え
て
く
れ
る

シ
ョ
ン
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
ひ
と
り
の
人
が

持
つ
性
も
、
固
定
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
て
、
変

化
す
る
こ
と
も
あ
る
。

そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
〝
性
〞
は
多
様
で
あ
り
、
つ
ま

り
、
一
人
ひ
と
り
は
違
う
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
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テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
活
用
を
通
じ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

社
会
問
題
の
解
決
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
非
営
利
団

体
を
支
援
す
る
『
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ
イ
ン
パ
ク
ト

チ
ャ
レ
ン
ジ
２
０
１
５
』
の
フ
ァ
イ
ナ
リ
ス
ト
に

選
出
さ
れ
、
２
５
０
０
万
円
の
助
成
金
を
得
た
こ

と
で
話
題
と
な
っ
た
『
虹
色
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
』。

受
賞
理
由
と
も
な
っ
た
、Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
フ
レ
ン
ド
リ
ー

な
店
舗
や
事
業
所
の
情
報
を
地
図
上
で
表
示
す
る

ア
プ
リ
「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
教
育
＆
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
フ
レ
ン
ド

リ
ー
・
マ
ッ
プ
＆
情
報
配
信
ア
プ
リ
」
の
開
発
に

力
を
入
れ
る
と
と
も
に
、Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
と
職
場
を
め
ぐ

る
問
題
の
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
る
団
体
で
す
。

実
際
に
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
直
面
し
、
ど
の
よ

う
な
こ
と
を
お
こ
な
っ
て
い
る
の
か
、
ス
タ
ッ
フ

の
小
林
和
香
さ
ん
に
お
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

衝
撃
的
だ
っ
た
の
は
、
国
際
基
督
教
大
学
ジ
ェ
ン

ダ
ー
研
究
セ
ン
タ
ー
と
共
同
で
お
こ
な
っ
た
調
査

『
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
に
関
す
る
職
場
環
境
ア
ン
ケ
ー
ト
２
０

１
５
』
の
結
果
で
す
。
じ
つ
に
、「
約
70
％
の
ト
ラ

ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
が
求
職
時
に
困
難
を
感
じ
て
い

る
」
と
い
う
結
果
が
出
た
と
の
こ
と
。

そ
も
そ
も
、
履
歴
書
の
性
別
欄
が
男
女
に
分
か
れ

て
お
り
、
ど
ち
ら
か
に
丸
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
現
状
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
職
場
に
お

い
て
も
、
制
服
、
更
衣
室
、
ト
イ
レ…

。

「
ト
イ
レ
に
入
り
づ
ら
い
こ
と
が
原
因
と
は
特
定
で

き
な
い
で
す
が
、
排
泄
障
が
い
の
理
由
な
ど
に
も

つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
調
査
を
続
け

て
い
ま
す
」
と
の
こ
と
か
ら
、
現
実
に
、
実
害
が

あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

就
労
問
題
に
つ
い
て
は
、
じ
つ
は
、
低
学
歴
の
問

題
も
あ
る
よ
う
で
す
。

男
女
に
分
か
れ
た
制
服
も
、
学
校
を
ド
ロ
ッ
プ
ア

ウ
ト
し
て
し
ま
う
要
因
の
ひ
と
つ
に
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
も
そ
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
性
の
あ
り
よ
う
や

同
性
愛
の
こ
と
を
学
校
で
学
ぶ
機
会
が
な
い
た
め

に
、Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
子
ど
も
た
ち
に
は
安
心
し
て
過
ご

せ
る
居
場
所
が
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
う
し

た
こ
と
か
ら
、
目
指
す
学
歴
を
得
る
こ
と
が
で
き

ず
、
結
果
、
正
規
雇
用
に
結
び
つ
き
に
く
い
、
と

い
う
現
実
が
あ
る
よ
う
で
す
。

社
会
に
出
て
か
ら
も
、
当
事
者
の
70
％
の
人
が

「
差
別
的
言
動
を
見
聞
き
し
て
い
ま
す
」
と
い
う
結

果
も
出
て
い
ま
す
。
オ
カ
マ
、
ホ
モ
、
結
婚
し
な

い
の
？　
子
ど
も
は
つ
く
ら
な
い
の
？　
と
い
っ

た
問
い
か
け
な
ど
。

言
葉
の
問
題
も
、
す
で
に
セ
ク
ハ
ラ
と
し
て
認
定

さ
れ
て
い
る
も
の
か
ら
無
意
識
の
も
の
ま
で
、
さ

ま
ざ
ま
で
す
。

小
林
さ
ん
自
身
も
、「
以
前
の
職
場
で
同
性
の
パ
ー

ト
ナ
ー
が
い
る
こ
と
を
カ
ミ
ン
グ
ア
ウ
ト
し
た
と

こ
ろ
、
職
場
に
バ
ラ
さ
れ
て
し
ま
っ
て
、
突
発
性

難
聴
に
も
な
り
ま
し
た
。
あ
ま
り
に
も
つ
ら
く
、

そ
の
職
場
を
辞
め
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
」
と

い
う
過
去
を
お
持
ち
で
す
。

そ
う
し
た
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
虹
色
ダ
イ

バ
ー
シ
テ
ィ
で
は
、
講
演
活
動
や
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
活
動
を
積
極
的
に
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

「
た
と
え
ば
、
講
演
を
聞
き
に
来
ら
れ
た
企
業
の
方

が
、
社
内
で
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
研
修
に
つ
い
て
報
告
す
る
。

す
る
と
、Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
に
つ
い
て
相
談
し
や
す
く
な
り
、

現
場
の
課
題
が
見
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
」。
講
演

を
き
っ
か
け
に
職
場
が
改
善
さ
れ
た
例
は
、
い
く

つ
も
あ
る
そ
う
で
す
。

企
業
だ
け
で
な
く
、
行
政
と
も
一
緒
に
な
っ
て
こ

の
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。「
行
政
と
一
緒
に

な
っ
て
取
り
組
む
と
、
た
と
え
ば
、
す
べ
て
の
学

校
に
ポ
ス
タ
ー
を
貼
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。
こ
の
突
破
力
は
す
ご
い
で
す
」
と
、
そ
の
意

義
を
語
り
ま
す
。

「
お
孫
さ
ん
と
一
緒
に
参
加
さ
れ
た
方
も
い
ま
し

た
」「
小
学
生
が
自
由
研
究
の
題
材
に
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
を

取
り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
」
な
ど
、
行
政
と
組
ん

で
お
こ
な
う
現
場
で
は
、
こ
う
し
た
う
れ
し
い
事

例
が
い
く
つ
も
あ
る
の
だ
と
か
。

淀
川
区
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
支
援
事
業
で
運
営
し
て
い
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
に
は
、
年
間
３
０
０
人
以

上
の
人
が
足
を
運
ん
で
い
ま
す
。

職
場
や
社
会
に
多
様
な
人
材
が
い
る
こ
と
は
、
強

み
で
あ
り
豊
か
さ
で
あ
る
に
違
い
な
い
。
こ
こ
で

生
き
生
き
と
働
く
小
林
さ
ん
を
拝
見
し
て
い
て
、

そ
う
感
じ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。（
ル
イ
ス
）

南
森
町
に
、『
な
ん
も
り
法
律
事
務
所
』
と
い
う
法

律
事
務
所
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
法
律
事
務
所
を
運

営
す
る
弁
護
士
の
南
和
行
さ
ん
と
吉
田
昌
史
さ
ん

は
、
じ
つ
は
結
婚
し
て
３
年
目
の
〝
夫
夫
〞
で
す
。

テ
レ
ビ
や
雑
誌
な
ど
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
た
び
た

び
登
場
さ
れ
て
い
る
の
で
、
ご
存
じ
の
人
も
多
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

も
っ
と
も
、
同
性
愛
者
で
あ
る
こ
と
を
公
言
す
る

こ
と
で
、
心
の
つ
か
え
が
と
れ
た
よ
う
に
見
え
な

く
も
な
い
の
で
す
が
、
今
で
も
世
間
か
ら
拒
絶
さ

れ
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
っ
た
不
安
を
抱
え
て
い

る
そ
う
で
す
。
そ
れ
で
も
公
言
し
続
け
る
の
は
、

ヘ
テ
ロ
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
（
異
性
愛
者
）
の
人
と
比

べ
て
、
ゲ
イ
や
バ
イ
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
の
人
の
自
殺

未
遂
の
リ
ス
ク
が
約
６
倍
も
高
い
と
い
う
実
態
に

衝
撃
を
受
け
、「
周
り
の
人
と
自
分
が
違
っ
て
も
幸

せ
に
生
き
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
ん
だ
よ
と
い
っ

た
、
肯
定
的
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
み
た
い
な
も
の
が
当

事
者
に
は
必
要
だ
」「
肯
定
的
な
こ
と
も
含
め
、
い

ろ
い
ろ
な
情
報
が
あ
ふ
れ
て
く
る
と
、Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ

は
、
そ
の
な
か
の
ひ
と
つ
の
属
性
な
だ
け
で
あ
っ

て
、
ど
こ
ぞ
か
の
話
に
な
っ
て
い
く
ん
じ
ゃ
な
い

か
」
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
と
か
。
単
純
に

権
利
を
訴
え
る
の
で
は
な
く
、Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
は
多
様
性

の
な
か
の
い
ち
属
性
に
す
ぎ
な
い
こ
と
を
当
事
者

や
世
間
に
知
っ
て
も
ら
い
、
み
ん
な
に
優
し
い
社

会
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
が
き
っ
か
け
だ
そ
う
で
す
。

そ
ん
な
お
ふ
た
り
に
「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
に
つ
い
て
理
解

し
て
も
ら
う
こ
と
が
大
切
な
ん
で
す
ね
」
と
、
問

い
か
け
て
み
た
と
こ
ろ
、「
わ
か
っ
て
も
ら
う
と
い

う
か
、
特
別
に
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
を
見
る
ん
じ
ゃ
な
く
て
、

個
人
を
見
て
く
だ
さ
い
と
い
う
話
な
ん
で
す
よ
」

と
返
さ
れ
ま
し
た
。
多
様
性
の
な
か
の
い
ち
属
性

ば
か
り
に
意
識
が
向
い
て
し
ま
い
が
ち
だ
け
れ
ど

も
、
そ
れ
以
外
の
と
こ
ろ
を
見
て
も
ら
え
な
い
こ

と
こ
そ
が
問
題
の
本
質
で
あ
る
と
教
え
て
く
れ
ま

し
た
。

弁
護
士
と
し
て
の
仕
事
も
、Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
に
か
か
わ
る

案
件
や
相
談
は
多
い
よ
う
で
す
。そ
ん
な
な
か
、「
数

年
前
ま
で
は
ト
ラ
ブ
ル
が
ら
み
の
相
談
が
多
か
っ

た
け
ど
、
最
近
は
お
互
い
の
関
係
に
つ
い
て
何
か

で
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
と
い
っ
た
、
前
向
き

な
相
談
が
増
え
て
き
て
い
る
気
が
す
る
」
と
、
少

し
ず
つ
で
す
が
世
間
が
変
わ
り
は
じ
め
て
き
て
い

る
と
実
感
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
、
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。

そ
う
し
た
前
向
き
な
相
談
が
あ
っ
た
と
き
、『
任
意

後
見
契
約
』
と
い
う
制
度
を
す
す
め
て
い
る
そ
う

で
す
。
こ
れ
は
、
将
来
、
本
人
が
事
故
や
病
気
な

ど
で
判
断
能
力
が
著
し
く
衰
え
た
場
合
、
パ
ー
ト

ナ
ー
間
で
支
え
合
う
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。

一
般
に
、
本
人
の
判
断
能
力
が
著
し
く
衰
え
た
場

合
、
本
人
の
財
産
管
理
や
法
律
行
為
の
権
限
を
後

見
人
に
委
ね
る
『
成
年
後
見
制
度
』
が
適
用
さ
れ
、

配
偶
者
も
し
く
は
４
親
等
以
内
の
親
族
の
申
し
立

て
に
よ
り
家
庭
裁
判
所
が
後
見
人
を
選
任
し
ま
す
。

し
か
し
、
同
性
カ
ッ
プ
ル
の
パ
ー
ト
ナ
ー
は
法
律

上
の
配
偶
者
で
は
な
い
の
で
、
誰
を
後
見
人
に
す

る
の
か
を
申
し
立
て
る
こ
と
が
で
き
ず
、し
た
が
っ

て
、
パ
ー
ト
ナ
ー
を
後
見
人
に
選
ぶ
の
に
困
難
が

生
じ
ま
す
。
一
方
、『
任
意
後
見
契
約
』
な
ら
、
本

人
が
自
ら
の
意
思
で
あ
ら
か
じ
め
後
見
人
を
選
ん

で
お
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
現
状
は
法
律
上
の

配
偶
者
に
な
れ
な
い
同
性
カ
ッ
プ
ル
の
パ
ー
ト

ナ
ー
に
は
、
オ
ス
ス
メ
で
す
。『
任
意
後
見
契
約
』

に
興
味
の
あ
る
人
は
、
ぜ
ひ
、
弁
護
士
な
ど
に
相

談
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

南
さ
ん
は
、
こ
の
夏
、『
同
性
婚
私
た
ち
弁
護
士

夫
夫
で
す
』
と
い
う
本
を
出
版
さ
れ
ま
し
た
。
自

身
の
同
性
婚
の
み
な
ら
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
同
性
愛

者
の
葛
藤
と
困
難
、
そ
し
て
法
律
が
家
族
や
婚
姻

を
ど
う
捉
え
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
書
か
れ
た
本

で
す
。
ま
た
、
大
阪
弁
護
士
会
が
主
催
す
る
『
Ｌ

Ｇ
Ｂ
Ｔ
ｓ
の
た
め
の
電
話
相
談
』（
本
誌
最
終
ペ
ー

ジ
参
照
）
に
も
か
か
わ
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

自
分
た
ち
が
で
き
る
こ
と
を
自
分
た
ち
な
り
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
く
姿
を
見
て
い
る
と
、
見
て

い
る
側
も
が
ん
ば
ろ
う
と
い
う
気
持
ち
に
な
り
ま

す
。
そ
し
て
、
自
分
の
考
え
を
押
し
つ
け
る
の
で

は
な
く
、
自
然
と
受
け
入
れ
て
も
ら
お
う
と
す
る

考
え
か
た
に
共
感
を
覚
え
ま
し
た
。
そ
ん
な
お
ふ

た
り
の
今
後
の
さ
ら
な
る
ご
活
躍
に
期
待
し
た
い

で
す
。（
Ｔ
ａ
│
ｙ
ａ
ｎ
ｇ
）

特定非営利活動法人 虹色ダイバーシティ（小林和香さん）

トランスジェンダーの約 70%が
求職時に困難を感じている

LGBT を見るのではなく、その人そのものを見てほしい
〝弁護士夫夫″

なんもり法律事務所（南和行さん・吉田昌史さん）
北区天神橋 2-5-28 千代田第二ビル 2F　■http://www.nanmori-law.jp/淀川区十三東 2-6-7 徳島ビル 2F ダイバーシティラボ大阪　■http://www.nijiirodiversity.jp

ゲ
イ
バ
ー
や
ビ
ア
ン
バ
ー
な
ど
は
一
般
に
、
ヘ
テ
ロ
（
異
性
愛
者
）
の
入
店
を
断
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
多
い
け
れ
ど
も
、
一
方
で
、
誰
で
も
ウ
ェ
ル
カ
ム
な
ミ
ッ
ク
ス
バ
ー
も
数
多
く
存
在
す
る
。
ス
ナ
ッ
ク
形
式
で
、
チ
ャ
ー
ジ
（
セ
ッ
ト
料
金
）
は
平
均
で
１
，
５
０
０
円
前
後
。
そ
う
、
安
い
ん
で
す
☆

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
こ
ね
た

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
シ
ン
ボ
ル
カ
ラ
ー
と
い
え
ば
レ
イ
ン
ボ
ー
カ
ラ
ー
だ
け
ど
、
じ
つ
は
７
色
じ
ゃ
な
く
て
６
色
で
す
。
と
い
う
の
も
、
虹
の
色
数
が
、
日
本
で
は
７
色
だ
け
ど
、
国
に
よ
っ
て
ば
ら
つ
き
が
あ
っ
て
、Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
先
進
国
の
ア
メ
リ
カ
で
は
６
色
。
な
の
で
、
シ
ン
ボ
ル
カ
ラ
ー
も
６
色
な
の
で
す
。

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
こ
ね
た

LGBT って何だ？ - LGBT をめぐる人々LGBT って何だ？ - LGBT をめぐる人々
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セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
介
し
た
人
と
人
と
の
つ

な
が
り
が
密
に
な
り
や
す
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
ま

た
、
学
校
の
性
教
育
の
場
で
も
「
コ
ン
ド
ー
ム
は
避
妊
具
」

と
し
て
の
み
教
え
ら
れ
る
た
め
、「
性
感
染
症
の
予
防
具

で
も
あ
る
」
と
い
う
大
切
な
情
報
が
抜
け
落
ち
、
コ
ン
ド

ー
ム
を
使
う
こ
と
へ
の
意
識
が
薄
く
な
る
と
い
っ
た
、
予

防
情
報
が
届
き
に
く
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

Ｍ
Ａ
Ｓ
Ｈ
大
阪
は
、
大
阪
地
区
の
ゲ
イ
や
バ
イ
セ
ク
シ

ュ
ア
ル
男
性
に
対
し
、Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ｓ
Ｔ
Ｉ
感
染
の
予
防
を

促
し
、
セ
ー
フ
ァ
ー
セ
ッ
ク
ス
（
安
全
な
セ
ッ
ク
ス
）
や

Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
関
す
る
正
し
い
知
識
を
ゲ
イ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に

向
け
発
信
し
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ヘ
ル
ス
を
増
進
さ
せ
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

た
と
え
ば
、
ネ
ッ
ト
で
情
報
を
収
集
す
る
よ
り
も
紙
媒
体

で
情
報
を
入
手
す
る
こ
と
が
多
い
中
高
年
の
ゲ
イ
の
人
た

ち
に
向
け
て
、
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
「
南
界
堂
通
信
」
を
発

行
し
て
い
ま
す
。「
老
後
の
来
な
い
ゲ
イ
は
な
い
！
」
な

ど
ゲ
イ
の
老
後
に
つ
い
て
の
特
集
が
組
ま
れ
る
一
方
で
、

そ
の
裏
面
に
は
、Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
の
情
報
が
掲
載
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
若
い
人
向
け
に
は
、「
若
い
人
は
あ
ま
り

文
字
を
読
ま
な
い
の
で
、
地
図
付
き
の
飲
食
店
情
報
と
一

緒
に
Ｈ
Ｉ
Ｖ
の
検
査
情
報
を
載
せ
た
り
、
若
い
人
の
あ
い

だ
で
有
名
な
人
を
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
表

紙
に
起
用
し
た
り
」
と
、
世
代
の
特
徴
に
沿
っ
て
デ
ザ
イ

ン
さ
れ
た
モ
ノ
か
ら
セ
ー
フ
ァ
ー
セ
ッ
ク
ス
や
Ｈ
Ｉ
Ｖ
に

関
す
る
正
し
い
情
報
が
伝
わ
る
よ
う
、
配
慮
さ
れ
て
い
ま

す
。

ま
た
、ｄ
ｉ
ｓ
ｔ
ａ
で
は
、
中
国
茶
会
や
外
国
語
講
座
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
ア
ー
ト
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
見
、Ｈ
Ｉ
Ｖ
と

は
関
係
な
さ
そ
う
だ
け
れ
ど
、
参
加
者
同
士
の
交
流
が
生

ま
れ
た
り
、
会
話
の
な
か
に
Ｈ
Ｉ
Ｖ
情
報
を
絡
め
た
り
す

る
こ
と
で
、
情
報
の
共
有
を
は
か
っ
て
い
ま
す
。
専
門
家

に
よ
る
匿
名
で
の
対
面
相
談
会
も
開
催
し
た
り
し
て
い
ま

す
。ｄ
ｉ
ｓ
ｔ
ａ
の
こ
う
し
た
取
り
組
み
は
、
公
益
財
団

法
人
エ
イ
ズ
予
防
財
団
の
委
託
事
業
で
も
あ
る
の
で
す
。

人
と
人
と
が
つ
な
が
り
、
有
機
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ

く
っ
て
い
く
こ
と
の
手
伝
い
を
す
る
こ
と
で
、Ｈ
Ｉ
Ｖ
／

Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
や
性
感
染
症
の
正
し
い
情
報
が
伝
わ
り
、
ひ
ろ

が
っ
て
い
く
こ
と
を
ｄ
ｉ
ｓ
ｔ
ａ
は
目
指
し
て
い
ま
す
。

（
毬
）

堂
山
町
に
あ
る
、
誰
も
が
「
ふ
ら
っ
と
気
軽
に
立
ち
寄
れ

る
」
ゲ
イ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
で
あ
り
、
ゲ
イ
や

バ
イ
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
の
男
性
の
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ヘ
ル
ス

（
性
的
健
康
）
の
情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
も
あ
る
、ｄ
ｉ
ｓ

ｔ
ａ
。
今
回
、ｄ
ｉ
ｓ
ｔ
ａ
を
運
営
し
て
い
る
Ｍ
Ａ
Ｓ
Ｈ

大
阪
の
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
で
あ
る
、
マ

チ
ト
シ
オ
さ
ん
に
お
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

日
本
で
は
、
現
在
、Ｓ
Ｔ
Ｉ（
セ
ッ
ク
ス
に
よ
っ
て
感
染
す

る
性
感
染
症
）
の
感
染
者
が
増
え
て
い
ま
す
。Ｓ
Ｔ
Ｉ
に

は
、Ｈ
Ｉ
Ｖ（
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
の
原
因
と
な
る
ウ
イ
ル
ス
）
感
染

症
、
梅
毒
、Ｂ
型
肝
炎
、
ク
ラ
ミ
ジ
ア
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

Ｈ
Ｉ
Ｖ
は
誰
で
も
感
染
す
る
ウ
イ
ル
ス
で
す
が
、
な
か
で

も
、
男
性
同
性
間
の
セ
ッ
ク
ス
に
よ
る
感
染
の
多
さ
は
目

立
っ
て
い
ま
す
。
感
染
の
背
景
に
は
、
ア
ナ
ル
セ
ッ
ク
ス

を
す
る
こ
と
（
直
腸
粘
膜
は
傷
つ
き
や
す
い
か
ら
）
や
、

ゲ
イ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
＆
情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

ゲ
イ
、
バ
イ
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
男
性
の

性
的
健
康
の
増
進
を
目
指
し
て

ｄ
ｉ
ｓ
ｔ
ａ

い
ち
早
く
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
し
た
り
、
知
的
障
が
い
者
を

ス
タ
ッ
フ
に
採
用
す
る
な
ど
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
な
取
り
組

み
を
積
極
的
に
進
め
て
き
た
。
し
か
し
、
気
付
く
と
、
ゲ

イ
の
人
た
ち
と
は
距
離
を
置
い
て
し
ま
っ
て
い
た
。

15
年
ほ
ど
前
に
放
置
自
転
車
の
扱
い
で
ト
ラ
ブ
ル
に
な
っ

た
こ
と
が
あ
る
。
ゲ
イ
バ
ー
で
働
い
て
い
る
人
た
ち
が
、

出
勤
の
た
め
に
乗
っ
て
き
た
自
転
車
を
ホ
テ
ル
の
敷
地
内

に
放
置
す
る
。
注
意
す
る
と
、
言
い
争
い
に
な
っ
た
。
ま

た
、
一
部
の
人
だ
け
だ
が
、
部
屋
の
使
い
か
た
が
乱
暴
な

場
合
が
あ
り
、
大
変
な
場
面
に
何
度
も
遭
遇
し
て
き
た
。

そ
ん
な
体
験
か
ら
、
ゲ
イ
の
人
た
ち
に
対
し
て
は
、
ど
う

し
て
も
壁
を
つ
く
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
。

た
だ
、
海
外
か
ら
や
っ
て
来
る
ゲ
イ
の
お
客
さ
ん
と
接
す

る
と
、
と
て
も
ス
マ
ー
ト
で
、
穏
や
か
で
、
感
動
す
る
こ

と
す
ら
あ
っ
た
の
だ
と
か
。「
も
し
か
す
る
と
、
自
分
の

な
か
に
偏
見
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
？
」。
そ
う
し
た

こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
意
識
が
変
わ
っ
て
い
っ
た
。

現
在
で
は
、
ホ
テ
ル
側
の
対
応
な
ど
が
評
価
さ
れ
、
ま
た
、

Ｉ
Ｇ
Ｌ
Ｔ
Ａ（
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
た
め
の
国
際
旅
行
団
体
）
に

加
盟
し
た
こ
と
も
あ
り
、
ゲ
イ
の
お
客
さ
ん
が
増
加
し
た
。

現
在
、
ホ
テ
ル
の
稼
働
率
は
98
％
を
維
持
し
て
お
り
、
飛

び
込
み
の
お
客
さ
ん
を
断
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ほ
ど
。

「
最
近
は
東
南
ア
ジ
ア
、
特
に
タ
イ
か
ら
の
ゲ
イ
の
方
が

多
い
で
す
ね
」。

じ
つ
は
今
、
日
本
国
内
は
も
と
よ
り
、
世
界
各
地
か
ら
Ｌ

Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
旅
行
客
が
や
っ
て
来
て
い
る
の
だ
。Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ

ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
新
し
い
市
場
が
で
き
つ
つ
あ
り
、
規

模
は
ど
ん
ど
ん
膨
ら
ん
で
い
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
こ
と
に

よ
っ
て
、
新
た
な
需
要
も
生
ま
れ
る
。

「
堂
山
は
ゲ
イ
タ
ウ
ン
で
あ
る
と
同
時
に
、
ラ
イ
ブ
ハ
ウ

ス
な
ど
の
音
楽
発
信
基
地
や
飲
食
店
が
ま
ち
の
柱
だ
と
思

う
。
こ
の
魅
力
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
」。
鈴
木
さ

ん
は
、
地
域
の
特
色
を
引
き
出
す
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え

て
お
ら
れ
る
。
そ
こ
で
昨
年
、
堂
山
町
会
と
し
て
、
レ
イ

ン
ボ
ー
パ
レ
ー
ド
に
初
め
て
参
加
し
た
。
町
会
が
Ｌ
Ｇ
Ｂ

Ｔ
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る
の
は
か
な
り
珍
し
い
が
、Ｌ

Ｇ
Ｂ
Ｔ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
よ
る
観
光
客
の
増
加
を
ま
ち
全
体

で
受
け
入
れ
る
と
同
時
に
、
ま
ち
の
魅
力
向
上
に
つ
な
げ

て
い
こ
う
と
い
う
試
み
で
も
あ
る
。

「
ま
ち
が
変
わ
れ
ば
、
そ
れ
に
応
じ
て
ホ
テ
ル
も
変
え
て

い
き
ま
す
」。
地
域
と
と
も
に
歩
む
ホ
テ
ル
は
、
ど
こ
ま

で
も
革
新
的
だ
。（
な
み
は
や
ノ
ー
ツ
）

堂
山
町
に
あ
る
ホ
テ
ル
近
畿
。

１
９
７
４
年
（
昭
和
49
年
）
か
ら
営
業
を
続
け
る
老
舗
の

ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
だ
。
ゲ
イ
タ
ウ
ン
の
ど
真
ん
中
に
あ
り
、

阪
急
東
中
通
商
店
街
に
面
し
た
立
地
条
件
か
ら
、Ｌ
Ｇ
Ｂ

Ｔ
、
な
か
で
も
ゲ
イ
の
人
た
ち
に
よ
く
利
用
さ
れ
て
い
る
。

「
い
ち
時
期
は
ゲ
イ
の
方
が
ほ
と
ん
ど
と
い
う
こ
と
も

あ
っ
た
」
と
、
オ
ー
ナ
ー
の
鈴
木
慎
二
さ
ん
は
話
す
。

堂
山
町
周
辺
で
は
、
70
年
代
に
有
名
な
ゲ
イ
バ
ー
が
オ
ー

プ
ン
し
た
の
を
き
っ
か
け
に
、
次
々
に
そ
う
い
っ
た
お
店

が
集
ま
っ
て
き
た
よ
う
だ
。
80
年
代
に
は
、
ゲ
イ
バ
ー
約

３
５
０
店
舗
が
ひ
し
め
き
合
う
く
ら
い
に
ま
で
成
長
す
る

ま
ち
に
な
っ
た
の
だ
と
か
。

鈴
木
さ
ん
は
、
大
学
時
代
に
人
権
サ
ー
ク
ル
に
入
っ
て
い

た
関
係
も
あ
り
、
差
別
の
な
い
ホ
テ
ル
を
目
指
す
と
い
う

意
識
を
持
っ
て
お
ら
れ
た
。
そ
の
た
め
に
、
ホ
テ
ル
内
を

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
た
め
の
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ト
ラ
ベ
ル
・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
「
Ｉ
Ｇ
Ｌ
Ｔ
Ａ
」
加
盟
ホ
テ
ル

ゲ
イ
タ
ウ
ン
は
堂
山
の
柱
の
ひ
と
つ
。

そ
れ
を
生
か
し
た
ホ
テ
ル
戦
略
を

ホ
テ
ル
近
畿

■http://w
w
w
.dista.be/

グ
で
す
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
批
判
さ
れ
な
い
、
質
問
さ

れ
な
い
、
評
価
さ
れ
な
い
環
境
の
な
か
で
、
自
分
の
話
が

で
き
ま
す
。
ま
た
、Ｓ
Ｓ
Ｔ（
ソ
ー
シ
ャ
ル
ス
キ
ル
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
）
の
手
法
を
導
入
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
を
高
め
る
場
と
し
て
の
役
割
も
担
っ
て
い
ま
す
。
医

療
や
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
は
、
自
分
の
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ

の
こ
と
を
話
せ
な
い
ケ
ー
ス
が
多
く
、
そ
ん
な
人
た
ち
が

気
軽
に
話
せ
る
場
と
し
て
、
機
能
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

子
ど
も
と
生
活
し
て
い
る
人
や
、
子
ど
も
と
生
活
し
た
い

人
、
そ
ん
な
人
を
応
援
す
る
人
の
た
め
の
「
こ
ど
も
と
お

と
な
お
茶
会
」
も
あ
り
ま
す
。

活
動
は
当
事
者
向
け
の
も
の
だ
け
に
と
ど
ま
り
ま
せ
ん
。

医
療
や
福
祉
、
介
護
な
ど
、Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
が
ま
だ
ま
だ
浸
透

し
て
お
ら
ず
、
適
切
な
処
遇
を
受
け
ら
れ
な
い
可
能
性
の

高
い
分
野
に
向
け
て
、
啓
発
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
お
こ

な
っ
て
い
ま
す
。

興
味
深
い
の
は
、
出
前
講
座
を
き
っ
か
け
と
し
て
生
ま
れ

た
、
在
日
コ
リ
ア
ン
と
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の

相
互
交
流
で
す
。
ダ
ブ
ル
、
ト
リ
プ
ル
の
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ

性
を
持
つ
当
事
者
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な
サ
ポ
ー
ト
が

必
要
な
の
か
を
考
え
る
の
み
な
ら
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
マ
イ

ノ
リ
テ
ィ
が
持
つ
困
難
と
特
徴
を
相
互
に
学
び
合
う
も
の

へ
と
進
化
し
て
い
る
こ
と
。
現
場
は
ど
ん
ど
ん
つ
な
が
っ

て
い
る
ん
だ
、
と
、
な
ん
だ
か
自
分
ま
で
が
勇
気
づ
け
ら

れ
る
事
例
で
し
た
。（
ル
イ
ス
）

Ｑ
Ｗ
Ｒ
Ｃ
は
、
２
０
０
３
年
に
オ
ー
プ
ン
し
た
、Ｌ
Ｇ
Ｂ

Ｔ
な
ど
の
多
様
な
性
を
生
き
る
人
々
の
た
め
の
リ
ソ
ー
ス

セ
ン
タ
ー
で
す
。
当
事
者
の
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
や
電
話
相

談
だ
け
で
な
く
、
学
校
や
行
政
、
企
業
な
ど
に
向
け
て
の

啓
発
事
業
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
回
は
、
理
事
の

ひ
と
り
で
あ
る
コ
ジ
（
近
藤
由
香
）
さ
ん
に
、
具
体
的
に

ど
ん
な
活
動
を
さ
れ
て
い
る
の
か
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

す
る
と
、
じ
つ
に
キ
メ
の
細
か
い
、
考
え
抜
か
れ
た
事
業

が
展
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
そ
の
一
端

を
、
紹
介
し
ま
す
。

た
と
え
ば
、「
Ｑ
Ｗ
Ｒ
Ｃ
デ
ー
＆
ナ
イ
ト
」
は
、
誰
で
も

参
加
で
き
る
お
茶
会
で
、
仲
間
の
力
で
生
き
づ
ら
さ
を
解

決
す
る
場
と
し
て
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。
通
常
は
こ
れ
だ

け
で
じ
ゅ
う
ぶ
ん
だ
と
想
像
し
が
ち
で
す
。
で
も
、Ｑ
Ｗ

Ｒ
Ｃ
で
は
、
そ
れ
以
外
に
も
、
23
歳
以
下
の
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ（
か

も
し
れ
な
い
と
感
じ
て
い
る
人
）
向
け
の
お
し
ゃ
べ
り
会

「
カ
ラ
フ
ル
」
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。
な
ぜ
23
歳
以
下

と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
設
定
さ
れ
て
い
る
の
か
と
い
う
と
、

学
校
内
で
サ
バ
イ
ブ
す
る
た
め
に
と
い
う
、
そ
の
カ
テ
ゴ

リ
ー
特
有
の
課
題
を
抱
え
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
い
か
ら
で

す
。
さ
ら
に
、「
英
会
話
教
室
Ｑ
Ｗ
Ｅ
Ｅ
Ｎ
」。
英
会
話
と

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
に
ど
ん
な
関
係
が
？
と
、
一
見
、
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
詳
し
く
お
聞
き
す
る
と
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
を
話
題

に
し
て
英
会
話
を
学
ぶ
に
あ
た
っ
て
、
ス
ト
レ
ス
を
抱
え

る
こ
と
な
く
学
べ
る
よ
う
、
こ
う
し
た
英
会
話
教
室
が
用

意
さ
れ
て
い
る
の
だ
そ
う
で
す
。
そ
の
よ
う
な
キ
メ
の
細

か
さ
に
配
慮
し
て
、
当
事
者
向
け
の
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
が

展
開
さ
れ
て
い
る
の
は
、
外
側
に
い
る
と
ま
っ
た
く
想
像

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
キ
メ
の
細
か
さ
は
、
そ
れ
だ

け
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
人
た
ち
が
生
き
づ
ら

さ
を
感
じ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。

「
メ
ン
ヘ
ル
」
は
、
メ
ン
タ
ル
面
に
悩
み
が
あ
る
人
の
た

め
の
「
言
い
っ
ぱ
な
し
聞
き
っ
ぱ
な
し
」
の
ミ
ー
テ
ィ
ン

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
と
女
性
の
た
め
の
リ
ソ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
を
自
由
に

表
現
で
き
る
社
会
の
実
現
を

Ｑ
Ｗ
Ｒ
Ｃ（
く
ぉ
ー
く
）

北
区
西
天
満
４-

５-

５
マ
ー
キ
ス
梅
田
７
０
７
号
室

■http://qw
rc.jim

do.com
/

北
区
堂
山
町
17-

８　

■http://hotelkinki.com
/jp/

舞
台
メ
イ
ク
用
の
化
粧
品
で
有
名
な
「
三
善
」
は
、
茶
屋
町
に
あ
り
ま
す
。
梅
田
ロ
フ
ト
や
梅
田
芸
術
劇
場
の
ご
近
所
。
そ
の
ほ
か
に
、
ド
ラ
ァ
グ
ク
ィ
ー
ン
に
愛
さ
れ
る
化
粧
品
ブ
ラ
ン
ド
は
「
Ｍ・Ａ・Ｃ
」
と
「
Ｎ
Ａ
Ｒ
Ｓ
」。
決
め
手
は
そ
の
発
色
の
良
さ
！

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
こ
ね
た

ド
ラ
ァ
グ
ク
ィ
ー
ン
の
ア
イ
メ
イ
ク
は
つ
け
ま
つ
げ
ば
か
り
が
注
目
さ
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
ま
つ
げ
に
負
け
な
い
極
太
ア
イ
ラ
イ
ン
は
、「
呉
竹
」
の
筆
ペ
ン
で
描
か
れ
て
い
る
の
で
す
。
マ
ネ
す
る
と
き
は
「
染
料
」
で
は
な
く
「
顔
料
」
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
こ
ね
た

LGBT って何だ？ - LGBT をめぐる人々LGBT って何だ？ - LGBT をめぐる人々
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「
ド
ラ
ァ
グ
ク
ィ
ー
ン
の
メ
イ
ク
は
舞
台
メ
イ

ク
だ
か
ら
、
女
の
子
の
お
化
粧
と
は
違
う
の

よ
！
！
！
！
」。
こ
の
世
界
未
体
験
の
私
に
ド

ラ
ァ
グ
ク
ィ
ー
ン
・
メ
イ
ク
の
基
本
を
イ
チ

か
ら
力
説
し
て
く
れ
た
ｔ
ｏ
ｓ
ｓ
ｙ
さ
ん
。

「
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を
浴
び
る
と
顔
が
平
坦
に

見
え
ち
ゃ
う
か
ら
、
立
体
的
に
見
え
る
よ
う

に
メ
イ
ク
し
て
る
の
。
だ
か
ら
、
３
Ｄ
メ
イ

ク
よ
。
飛
び
出
す
メ
イ
ク
！
」。

飛
び
出
す
メ
イ
ク
っ
て
（
笑
）　
そ
い
つ
は
、

肌
で
決
ま
る
。
ま
ず
、
ピ
ン
ク
や
グ
リ
ー
ン
、

グ
レ
ー
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
カ
ラ
ー
を
使
い

分
け
て
、
肌
の
下
地
を
つ
く
る
。
そ

の
上
に
色
混
ざ
り
の
い
い
ド
ー
ラ
ン
を
塗
っ

て
肌
色
を
足
し
た
ら
、
粉
を
５
分
間
た
た
い

て
ベ
ー
ス
メ
イ
ク
が
完
成
。
ベ
ビ
ー
パ
ウ

ダ
ー
で
も
タ
イ
ハ
ク
で
も
な
ん
で
も
い
い
け

ど
、
５
分
間
た
た
き
続
け
る
の
が
ポ
イ
ン
ト
。

５
分
も
た
た
く
と
、
汗
を
か
い
て
も
朝
ま
で

メ
イ
ク
が
落
ち
な
い
と
か
。
粉
に
そ
ん
な
効

果
が
あ
っ
た
と
は
！　
あ
と
は
好
き
な
よ
う

に
顔
を
つ
く
る
だ
け
。「
女
の
子
も
も
っ
と
自

由
に
メ
イ
ク
し
た
ら
い
い
の
に
ね
」
そ
う
言

わ
れ
て
み
る
と
、
ド
ラ
ァ
グ
さ
ん
に
は
ひ
と

り
と
し
て
同
じ
メ
イ
ク
を
し
て
い
る
人
が
い

な
い
。

ｔ
ｏ
ｓ
ｓ
ｙ
さ
ん
の
メ
イ
ク

の
お
手
本
は
ア
ン
ジ
ェ

リ
ー
ナ
・
ジ
ョ
リ
ー
や
海

外
の
Ａ
Ｖ
女
優
。「
下
品

で
い
い
の
よ
〜
」
だ
っ

て
さ
。
こ
だ
わ
り
は

な
ん
と
い
っ
て
も
眉
。

絶
対
ペ
ン
シ
ル
タ
イ

プ
で
、
毎
回
削
っ
て

キ
リ
ッ
と
し
た

シ
ャ
ー
プ
な
線
を

描
く
。
な
ん
と
、

ひ
と
筆
描
き
！

　
で
も
、
そ
ん

な
に
気
合
い

を
入
れ
て

つ
く
っ
た

顔
な
の

に
、
落

と
す
と

き
は
「
市

販
の
ク
レ

ン
ジ
ン
グ

シ
ー
ト
で
雑

に
落
と
す
！

　
一
気
に
男

に
戻
る
の
！
」。

な
ん
と

も
っ
た

い
な
い
！

「
ク
レ
ン
ジ

ン
グ
を
切
ら
し
た
ら

食
器
洗
い
用
洗
剤
で
も

大
丈
夫
！
」
イ
ヤ
イ
ヤ

イ
ヤ
イ
ヤ
そ
れ
は
ダ
メ
っ

し
ょ
（
笑
）　
ｔ
ｏ
ｓ
ｓ
ｙ

さ
ん
、
そ
れ
は
ヤ
バ
い
っ
て
！

「
マ
リ
ア
み
た
い
に
も
と
も
と
が
キ
レ
イ
だ
と
、

そ
ん
な
に
メ
イ
ク
し
な
く
て
い
い
ん
だ
け
ど
」

と
ベ
ビ
ー
ヴ
ァ
ギ
ー
ち
ゃ
ん
が
語
る
美
人
さ

ん
の
マ
リ
ア
さ
ん
。

肌
の
キ
レ
イ
さ
は
、
努
力
で
は
な
く
遺
伝
な

ん
で
す
と
。
持
っ
て
生
ま
れ
た
才
能
な
ん
で

す
と
。
肌
荒
れ
知
ら
ず
で
、
メ
イ
ク
落
と
し

だ
け
し
た
ら
、
洗
顔
せ
っ
け
ん
も
使
わ
な
い

ん
で
す
と
。
マ
ジ
か
？　
私
な
ん
て
、
ど
ん

だ
け
の
努
力
を…

…

。

じ
ゃ
、
メ
イ
ク
は
？

「
こ
だ
わ
り
と
か
、
な
い
よ
」
と
バ
ッ
サ
リ
。

「
参
考
に
し
て
い
る
人
も
い
な
い
し
、ヴ
ァ

ギ
ー
ち
ゃ
ん
み
た
い
な
テ
ー
マ
も
な
い
し

ね
ぇ
」…

と
り
つ
く
シ
マ
が
な
い
（
笑
）
週

に
４
〜
５
日
は
仕
事
で
メ
イ
ク
を
し
て
い
る

の
で
、
メ
イ
ク
を
す
る
こ
と
に
対
し
て
特
別

感
が
な
い
の
だ
そ
う
だ
。
そ
れ
っ
て
、
女
子

が
メ
イ
ク
す
る
の
と
同
じ
感
覚
な
ん
じ
ゃ
な

い
だ
ろ
う
か
。
思
わ
ぬ
と
こ
ろ
で
共
感
し
て

し
ま
っ
た
。

使
っ
て
い
る
フ
ァ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
は
も
ち
ろ

ん
舞
台
用
。
宝
塚
の
人
と
か
、
バ
レ
エ
の
発

表
会
の
と
き
な
ん
か
に
使
う
、
特
別
な
フ
ァ

ン
デ
。「
髭
が
隠
せ
な
い
か
ら
ね
ー
。
女
子
が

使
っ
て
る
フ
ァ
ン
デ
で
は
ム
リ
！
」。「
眉
つ

ぶ
し
を
し
な
く
て
い
い
よ
う
に
、
眉
を
半
分

残
し
て
る
」。
そ
ん
な
こ
ん
な
で
、
あ
の
メ
イ

ク
の
所
要
時
間
が
15
分
。
15
分
で
完
成
だ

と
？
？　
お
い
、
私
な
ん
て
毎

朝
毎
朝
毎
朝…

…

（
涙
）

「
ち
ょ
っ
と
失
敗
し
て
も

気
に
し
な
い
。
間
違
っ

て
る
か
ど
う
か
な
ん

て
、
お
客
さ
ん
は
わ

か
ら
な
い
で
し
ょ
。

毎
日
会
う
わ
け
じ
ゃ

な
い
ん
だ
か
ら
、
そ

の
と
き
会
っ
た
私
の

姿
が
正
解
な
わ
け
」
で

す
と
。

最
近
、
ま
ち
な
か
で
見
る
女
装

し
て
る
人
、
い
わ
ゆ
る
女
装
子
と
ド
ラ
ァ

グ
ク
ィ
ー
ン
っ
て
、
全
然
違
っ
て
見
え
る
け

ど
ど
う
し
て
な
の
？　
な
に
が
違
う
の
？　

プ
ロ
と
ア
マ
の
違
い
？
？

「
あ
れ
、
楽
し
そ
う
よ
ね
。
女
装
し
て
外
を
歩

く
だ
け
で
楽
し
い
っ
て
か
ん
じ
よ
ね
」。

「
や
っ
て
る
人
は
ね
、
化
粧
品
と
か
衣
装
と

か
っ
て
結
構
お
金
が
か
か
る
か
ら
、
40
代
の

人
と
か
が
多
い
の
よ
。

で
ね
、
男
っ
て
歳
を
と

る
と
髭
が
濃
く
な
る
の
。

で
も
女
子
の
化
粧
品
っ

て
薄
い
か
ら
髭
が
残
る

の
よ
」。
そ
れ
っ
て
、
メ

イ
ク
す
る
こ
と
で
余
計

に
男
っ
ぽ
さ
が
目
立
っ

ち
ゃ
う
っ
て
こ
と
。

「
あ
と
、
着
て
み
た
い
ん

だ
ろ
う
け
ど
、
ミ
ニ
ス

カ
ー
ト
も
多
い
よ
ね
」。

ご
つ
い
足
が
む
き
出
し
に

な
っ
て
る
の
、
見
る
見

る
！　
そ
う
言
わ
れ
る
と
、

ド
ラ
ァ
グ
ク
ィ
ー
ン
の
ミ

ニ
ス
カ
ー
ト
っ
て
見
た
こ
と

な
い
か
も
！　
女
子
に
混
じ

り
た
い
の
に
、
む
し
ろ
浮
い

て
し
ま
う
の
は
、
メ
イ
ク
と

衣
装
で
男
が
際
立
つ
か
ら
な

の
か
ー
。
な
る
ほ
ど
な
る
ほ

ど
。

「
ド
ラ
ァ
グ
ク
ィ
ー
ン
の
メ
イ

ク
で
大
切
な
の
は
、
男
を
隠

す
こ
と
。
衣
装
選
び
も
お

ん
な
じ
」。Ｎ
Ｂ
Ａ
の

ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を

艶
っ
ぽ
く
着
こ
な
し
て
、

私
に
は
と
て
も
マ
ネ
で

き
な
い
姿
で
語
っ
て
く
れ

た
マ
リ
ア
さ
ん
な
の
だ
っ

た
。

オ
ン
ナ
、
だ
。

Ｉ
Ｚ
Ｚ
Ａ
さ
ん
は
ド
ミ
ニ
カ
出
身
。

13
歳
の
と
き
に
テ
レ
ビ
で
プ
ロ
レ

ス
を
見
て
、
筋
肉
に
目
覚
め
た
と

か
。
プ
ロ
レ
ス
ラ
ー
が
胸
筋
を
動

か
し
て
い
る
の
を
見
て
、「
僕
も

自
分
の
胸
を
動
か
せ
る
よ
う
に

な
り
た
い
ネ
！　
あ
ん
な
身
体

に
な
り
た

い
ネ
！
」

と
。
胸
筋
鍛
え

た

ら
、
次
は
二
の
腕
。

「
ピ
チ
ピ
チ
の
Ｔ

シ
ャ
ツ
を
着
て
カ
ッ

コ

よ

く

見
せ
た
か
っ
た
ネ
」
と
、

自
慢

の
二
の
腕
を
見
せ
つ
け
る
夜

な
の
だ
っ
た
。

Ｍ
Ａ
Ｓ
Ａ

さ
ん

は
、

も
っ

ぱ
ら

ジ
ム
で
鍛
え
る
派
。

「
胸
の
日
と
か
足
の
日
と
か
背
中

の
日
と
か
。
日
に
よ
っ
て
鍛
え
る

と
こ
ろ
を
変
え
て
ま
す
よ
」。
身
体

を
鍛
え
る
こ
と
に
完
成
は
な
い
の
で
、

目
指
し
て
い
る
姿
は
な
い
。
意
外
と

（
失
礼
！
）
理
論
派
で
、「
ス
ク
ワ
ッ
ト
１

回
は
腹
筋
１
０
０
回
に
相
当
！
」
と
か
、「
代

謝
が
上
が
る
の
で
ダ
イ
エ
ッ
ト
に
も
効
果

的
！
」
と
か
、
い
ろ
い
ろ
と
勉
強
に
な
る
。

身
体
を
鍛
え
出
す
と
、
ハ
マ
る
ら
し
い
。「
運

動
す
る
と
気
持
ち
が
前
向
き
に
な
り
ま
す
！

僕
は
一
生
続
け
ま
す
よ
！
」
と
、
夜
の
人
ら

し
か
ら
ぬ
お
答
え
が
。
こ
の
あ
と
話
は
サ
プ

リ
に
流
れ
、
シ
ジ
ミ
の
効
用
に
流
れ
、
健
康

オ
タ
ク
っ
ぷ
り
を
存
分
に
披
露
し
て
も
ら
っ

た
（
笑
）
プ
ロ
意
識
の
な
せ
る
技
か
？

ゴ
ー
ゴ
ー

の
こ
と
も
ち
ゃ
ん
と
聞
い
て
み
た
。「
ボ
デ
ィ

ビ
ル
ダ
ー
は
筋
肉
の
美
し
さ
を
追
求
し
て
い

る
け
ど
、
ゴ
ー
ゴ
ー
は
エ
ロ
さ
だ
と
思
い
ま

す
よ
。
服
を
着
た
と
き
の
見
え
か
た
も
大
切
。

Ｔ
シ
ャ
ツ
の
腕
ま
わ
り
は
ピ
タ
ッ
と
フ
ィ
ッ

ト
し
て
い
な
い
と
僕
は
ダ
メ
で
す
！
」。
ゴ
ー

ゴ
ー
ボ
ー
イ
の
美
学
を
垣
間
見
た
夜
だ
っ
た
。

い
つ
も
い
つ

も
い
つ
も
い
つ
も

「
そ
れ
ど
こ
で
買
っ
た
の
？
」
と
聞
か

ず
に
い
ら
れ
な
い
、
ヘ
ン
テ
コ
リ
ン
な
服
を

オ
シ
ャ
レ
に
着
こ
な
し
て
る
ベ
ビ
ー
ヴ
ァ

ギ
ー
ち
ゃ
ん
。
２
次
元
コ
ミ
ッ
ク
を
地
で
行

く
こ
の
人
の
攻
め
っ
ぷ
り
は
、
い
つ
も
い
つ

も
、
ハ
ン
パ
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
メ
イ
ク
も

ハ
ン
パ
な
い
仁
義
な
い
掟
破
り
の
２
次
元
コ

ミ
ッ
ク
。

ベ
ー
ス
メ
イ
ク
は
、
ド
ー
ラ
ン
じ
ゃ
な
く
て

パ
ン
ケ
ー
キ
。
水
性
と
油
性
を
混
ぜ
た
も
の

で
、
ド
ー
ラ
ン
ほ
ど
立
体
感
は
出
な
い
け
ど
、

パ
ウ
ダ
ー
が
要
ら
な
い
。
火
で
溶
か
し
て
使

う
「
眉
つ
ぶ
し
」
で
は
な
く
、
ス
ピ
リ
ッ
ト

ガ
ム
で
眉
を
消
し
て
い
る
の
は
、ヴ
ァ
ギ
ー

ち
ゃ
ん
流
。
ア
イ
ラ
イ
ン
は
ル
ボ
タ
ン
。「
ル

ボ
タ
ン
の
は
メ
イ
ク
落
と
し
の
と
き
に
テ
ー

プ
み
た
い
に
パ
キ
ッ
と
と
れ
る
の
よ
」
っ
て
、

ち
ょ
っ
と
想
像
が
つ
か
な
い
け
ど
？　
ど
う

い
う
状
態
な
の
？
？　
ス
ー
パ
ー
・
ボ

リ
ュ
ー
ミ
ー
な
つ
け
ま
つ
げ
は
「
上
に
３
枚
、

下
に
２
枚
」
の
重
ね
づ
け
！　
す
ご
っ
。

メ
イ
ク
落
と
し
は
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
で
買
え

る
ク
レ
ン
ジ
ン
グ
オ
イ
ル
で
じ
ゅ
う
ぶ
ん
！

「
で
も
１
回
じ
ゃ
落
ち
な
い
わ
よ
」
オ
イ
ル
の

２
回
使
い
っ
て
、
さ
す
が
に
経
験
な
い
か
も

し
れ
な
い
。
そ
ん
な
ヴ
ァ
ギ
ー
ち
ゃ
ん
オ
ス

ス
メ
！
の
最
近
よ
か
っ
た
の
は
、
レ
ト
ロ
な

紫
の
瓶
が
目
印
の
「
蜂
乳
ク
リ
ー
ム
石
鹸
」。

そ
の
ま
ま
使
う
と
ク
レ
ン
ジ
ン
グ
で
、
水
で

溶
い
て
泡
立
て
る
と
洗
顔
に
な
る
っ
て
、

め
っ
ち
ゃ
便
利
よ
ね
！

メ
イ
ク
も
さ
る
こ

と
な
が
ら
、
ど
う
見

て
も
も
ち
も
ち
素
肌
に
違
い
な
い
ヴ
ァ
ギ
ー

ち
ゃ
ん
。
肌
荒
れ
し
な
い
の
？
「
毛
を
剃
ら

な
い
こ
と
か
し
ら
。
も
と
も
と
毛
は
薄
い
の

よ
」。「
日
焼
け
な
ん
て
し
な
い
わ
よ
。
し
ち
ゃ

ダ
メ
よ
」。「
も
し
日
焼
け
し
た
ら
パ
ッ
ク
は

絶
対
よ
」。
や
っ
ぱ
り
日
焼
け
は
大
敵
な
ん
だ
。

「
肌
が
カ
サ
カ
サ
す
る
日
は
、
青
缶
の
ニ
ベ
ア

ね
」。
青
缶
ニ
ベ
ア
は
偉
大
よ
ね
！　
で
も
、

お
手
入
れ
が
そ
れ
だ
け
だ
な
ん
て
ず
る
い

な
ぁ
。

で
、
そ
の
美
脚
は
ど
ー
し
た
こ
と
よ
？　
「
休

み
の
日
は
半
径
１
メ
ー
ト
ル
以
内
し
か
歩
か

な
い
こ
と
ね
！
」。

tossytossy

MARIAMARIA

BABY 
VAGGY
BABY
VAGGYIZZA 

& 
MASA

IZZA 
& 

MASA

from cafe NEWYORK NEWYORK北区堂山町 10-3 東通りビルディング 2F19:00～翌 5:00　無休　http://newyork2.digi2.jp/

from do with cafe

北区兎我野町
9-23 聚楽ビル

B1F

月 - 木 /18:00～
翌 3:00　金・土

・祝前日／ 18
:00 ～翌 5:00

日・祝 /18:00～
0:00　不定休

tel./06-6312-1
778

from do with cafe

北区兎我野町 9-23 聚楽ビ
ル B1F

月 - 木 /18:00～翌 3:00　
金・土・祝前日／ 18:00～

翌 5:00

日・祝 /18:00～0:00

不定休
tel./06-6312-1778

from GRANDSLAM
北区堂山町 6-14 第 2 松栄会館 1F
21:00 ~ 翌 5:00　無休
tel./06-6362-8077

ドラァグクィーン ＆ ゴーゴーボーイに聞く

お仕事術（メイクとか筋 肉とか）
文／毬　構成／浅香保ルイス龍太
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江
戸
時
代
、
こ
こ
は
空
地
で
ゴ
ミ
捨
て
場
だ

っ
た
そ
う
な
。
そ
の
ゴ
ミ
の
山
を
焼
い
た
ら

大
鼬
（
い
た
ち
）
が
飛
び
だ
し
た
と
伝
説
に

あ
る
。
明
治
に
な
っ
て
か
ら
監
獄
。
大
正
12

年
ま
で
、
脚
に
鉄
球
鉛
を
つ
け
ら
れ
た
罪
人

が
天
神
橋
筋
を
通
っ
て
い
た
そ
う
で
あ
る
が
、

今
在
る
我
々
は
見
た
経
験
が
な
い
の
で
想
像

す
る
だ
け
。
扇
町
と
云
う
の
は
、
末
広
が
り

に
幸
せ
を
呼
ぶ
こ
と
か
ら
付
け
ら
れ
た
町
名

だ
そ
う
な
。
真
ん
中
に
公
式
プ
ー
ル
が
あ
っ

て
、
戦
後
古
橋
、
橋
爪
選
手
が
水
泳
世
界
記

録
を
樹
立
し
、
心
身
共
に
疲
弊
し
て
い
た
市

民
達
に
、
明
る
い
希
望
の
灯
を
点
し
て
く
れ

た
。

中
之
島
公
園
ほ
ど
歴
史
を
持
た
ず
と
も
地
域

市
民
唯
一
の
憩
い
と
安
ら
ぎ
の
こ
の
空
間
こ

そ
、
暗
雲
の
中
の
小
さ
な
青
空
で
も
あ
っ
た
。

正
に
庶
民
の
町
の
天
窓
で
あ
る
。

こ
の
図
は
、
軍
国
日
本
の
重
苦
し
い
圧
迫
感

を
物
と
も
し
な
い
大
阪
市
民
の
心
の
拠
り
処
、

緑
き
ら
め
く
健
康
の
拠
点
を
描
い
た
も
の
で

あ
る
。

早
朝
、
ラ
ジ
オ
体
操
の
為
人
々
は
集
い

昼
、
野
球
で
元
気
一
杯
駆
け
る

若
さ
の
息
吹
き
、
躍
動
が
光
る

大
阪
の
若
々
し
い
一
つ
の
心
臓
が
こ
こ
に
あ
り

青
春
と
云
う
血
液
を
育
ん
で
い
た

JR
は
国
鉄
、
今
と
違
っ
て
地
べ
た
を
走
り
、

梅
田
か
ら
、
先
づ
鶴
橋
、
そ
し
て
天
王
寺
ま

で
デ
ゴ
イ
チ
な
ど
が
煙
を
吐
い
て
走
っ
た
。

市
電
は
国
鉄
を
ま
た
い
で
走
り
、
天
神
橋
五

丁
目
か
ら
坂
を
上
り
、
扇
町
で
下
る
。
こ
の

国
鉄
を
ま
た
ぐ
坂
は
十
三
か
ら
南
浜
に
も
あ

っ
た
。
長
い
ガ
ー
ド
の
下
に
は
ど
て
焼
屋
か

立
飲
み
お
で
ん
屋
が
店
を
出
し
て
い
た
。
い

つ
も
ほ
の
暗
く
、
ほ
っ
と
す
る
お
や
じ
た
ち

の
隠
れ
ス
ポ
ッ
ト
で
あ
っ
た
。
東
に
抜
け
る

と
有
名
な
牛
肉
店
が
栄
え
て
い
た
。

十
丁
目
筋
は
戦
前
か
ら
キ
タ
唯
一
の
繁
華
街

で
映
画
館
が
４
つ
、
演
劇
場
と
賑
い
、
都
館

（
演
劇
場
）
に
は
エ
ン
タ
ツ
・
ア
チ
ャ
コ
も

来
た
。

今
、
北
区
役
所
と
８
チ
ャ
ン
ネ
ル
テ
レ
ビ
の

あ
る
処
に
は
衛
生
試
験
所
、
工
業
試
験
所
、

公
園
北
入
口
に
交
通
局
病
院
が
あ
っ
た
。
扇

町
公
園
の
中
央
に
石
造
り
の
休
憩
所
が
あ
っ

た
。
そ
し
て
中
央
に
ス
タ
ン
ド
が
あ
り
、
そ

れ
が
後
に
公
式
プ
ー
ル
に
な
っ
た
。
公
園
に

小
さ
な
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
そ
れ
に
接
し
て
園

内
に
食
い
入
る
よ
う
に
市
営
の
質
屋
が
あ
っ

た
。
公
園
に
面
し
て
北
側
に
は
扇
町
族
と
呼

ば
れ
る
イ
ン
テ
リ
層
が
住
ん
で
い
て
官
吏
、

教
職
の
方
が
官
舎
に
居
た
。
赤
い
煉
瓦
の
外

壁
、
青
い
屋
根
瓦
が
、
通
り
を
隔
て
南
隣
り

の
お
地
蔵
様
長
屋
を
睥
睨
し
て
い
た
。
扇
町

族
は
、
お
金
も
知
識
も
豊
か
な
エ
リ
ー
ト
層

で
あ
っ
た
。
北
野
病
院
が
今
の
様
に
立
派
で

な
か
っ
た
頃
で
あ
る
。
堀
川
乳
児
院
と
云
う

市
の
施
設
が
あ
っ
た
。
乳
幼
児
の
健
康
診
断

と
働
き
に
行
く
婦
人
達
の
帰
り
ま
で
預
か
る

大
阪
市
の
優
し
い
施
設
だ
っ
た
。
一
定
の
収

入
に
満
た
な
い
家
庭
の
た
め
の
低
額
の
産
院

す
ら
あ
っ
た
。
今
の
中
崎
町
「
民
団
」
の
向

か
い
で
あ
る
。
福
祉
と
い
う
言
葉
が
麗
々
し

く
取
扱
わ
れ
て
い
る
現
状
に
比
し
て
、
貧
し

か
っ
た
日
本
が
心
を
こ
め
て
次
代
の
育
成
に

日
常
的
に
取
り
く
ん
で
い
た
。

「
命
の
母
」
の
工
場
の
黒
塀
が
ず
っ
と
続
い

て
い
て
井
路
川
と
呼
ば
れ
る
溝
ほ
ど
の
川
が

道
路
を
横
切
っ
て
、
淀
川
か
ら
堀
川
に
つ
な

が
り
、
中
之
島
に
続
い
て
い
た
。
長
柄
淀
川

堤
み
に
染
料
工
場
が
あ
っ
て
高
い
物
干
し
に
、

長
い
晒
し
の
布
が
幾
条
に
も
旗
幟
り
の
様
に

翻
っ
て
い
て
、
そ
の
場
は
ラ
ッ
ポ
と
呼
ば
れ

る
赤
蜻
蛉
も
群
れ
な
し
て
飛
び
、
夏
に
は
木

立
ち
に
蝉
が
か
し
ま
し
か
っ
た
。

戦
争
の
あ
と
、
廃
墟
と
な
っ
て
い
た
大
阪
も

処
々
に
旧
に
戻
っ
て
来
た
が
、
失
わ
れ
た
風

情
は
戻
ら
ず
、
き
ら
び
や
か
な
ス
マ
ホ
文
化

が
取
り
か
わ
っ
た
。

以
上
、
旧
地
図
に
付
し
老
人
の
感
傷
で
あ
る
。

坂
本
健
一
さ
ん
が
描
く
、
戦
前
の
扇
町
公
園
と
そ
の
周
辺

「
つ
ひ
ま
ぶ
」
創
刊
号
に
登
場
い
た
だ
い
た
青
空
書
房
の
坂
本
健
一
さ
ん
が
、
戦
前
の
扇
町
公
園
周
辺
の
様
子
を
イ
ラ
ス
ト
マ
ッ
プ
に
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。「
も
う
、
僕
し
か
覚
え
て
い
る
人
は
い
な
い
だ
ろ
う
か
ら
」
と
細
部
ま
で
描
き
こ

ま
れ
た
か
つ
て
の
ま
ち
の
姿
は
、
今
や
坂
本
さ
ん
だ
け
が
描
く
こ
と
の
で
き
る
、
こ
の
ま
ち
の
〝
古
地
図
〞
で
す
。
旧
仮
名
遣
い
で
書
か
れ
た
解
説
文
と
と
も
に
、
さ
あ
、
あ
な
た
も
タ
イ
ム
ト
リ
ッ
プ
し
ま
せ
う
。
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北新地

南森町

中崎町

東梅田

西梅田

阪神
梅田

中津

中津

梅田
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天六

天満
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天満宮天満宮

なにわなにわ
橋

JR
大阪駅

阪急
梅田

今
回
は
、
会
社
前
や
入
口
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
社
名

看
板
や
、
機
械
や
設
備
に
貼
っ
て
あ
り
、
使
用
方
法

や
製
造
会
社
、
製
造
番
号
な
ど
が
記
載
さ
れ
て
い
る

銘
板
、
ス
ー
ツ
の
襟
に
つ
け
る
徽
章
（
バ
ッ
ヂ
）
な

ど
の
製
造
販
売
を
す
る
、
豊
崎
六
丁
目
の
（
株
）
日

本
マ
ー
ク
製
造
所
・
松
田
泰
英
さ
ん
に
お
話
を
う
か

が
い
ま
し
た
。

昭
和
33
年
に
天
五
中
崎
通
り
西
側
入
口
の
向
か
い
側

で
創
業
。
松
田
さ
ん
が
小
学
校
に
入
学
す
る
前
ま
で

は
周
辺
に
は
あ
ば
ら
屋
が
ま
だ
残
っ
て
い
る
よ
う
な

場
所
で
、
毎
日
会
社
前
の
道
路
に
ろ
う
石
で
絵
を
描

い
て
遊
ん
で
い
た
と
い
う
ほ
ど
、
の
ど
か
な
場
所
だ

っ
た
そ
う
で
す
。

昭
和
52
年
に
道
路
拡
張
で
創
業
地
か
ら
立
ち
退
き
、

豊
崎
神
社
の
す
ぐ
南
側
、
豊
崎
六
丁
目
に
本
社
を
移
転
。

そ
の
後
、
本
庄
西
に
あ
っ
た
工
場
も
同
じ
く
道
路
拡

張
の
た
め
本
社
の
２
階
に
移
転
し
、
現
在
に
至
り
ま
す
。

松
田
さ
ん
は
約
20
年
前
に
会
社
を
継
ぐ
ま
で
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ソ
フ
ト
を
つ
く
る
会
社
に
勤
め
て
い
た
そ

う
で
す
。
そ
こ
で
は
失
敗
し
て
も
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が

あ
れ
ば
簡
単
に
デ
ー
タ
を
戻
す
こ
と
が
で
き
て
、
失

う
の
は
費
や
し
た
時
間
だ
け
で
し
た
。
し
か
し
、
今

の
仕
事
は
ほ
と
ん
ど
が
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
の
た
め
、

失
敗
す
る
と
最
初
か
ら
や
り
直
し
に
な
る
う
え
、
原

版
の
再
作
成
か
ら
材
料
の
調
達
な
ど
、
失
う
の
は
時

間
だ
け
で
は
な
い
こ
と
を
痛
感
し
た
そ
う
で
す
。

主
に
金
属
加
工
製
品
を
製
造
し
て
い
ま
す
が
、
爪
ほ

ど
の
大
き
さ
の
徽
章
か
ら
、
長
さ
が
１
ｍ
を
超
え
る

看
板
ま
で
加
工
す
る
う
え
、
金
属
素
材
も
多
種
あ
る

た
め
、
加
工
の
難
し
さ
だ
け
で
な
く
、
例
え
ば
仕
上

げ
の
ク
リ
ヤ
ー
塗
装
時
に
謎
の
化
学
反
応
が
発
生
し

た
り
、
難
し
さ
の
原
因
は
多
岐
に
わ
た
る
の
だ
そ
う
。

そ
の
よ
う
な
難
し
い
作
業
も
、
モ
ノ
づ
く
り

の
原
点
の
ひ
と
つ
で
あ
る
『
気
づ
き
』
に
よ

る
工
程
の
改
善
や
、
絶
え
間
な
い
ノ
ウ
ハ
ウ

の
蓄
積
や
、
自
分
自
身
が
熟
練
す
る
こ
と
で
、

乗
り
越
え
て
い
き
ま
す
。
そ
う
や
っ
て
生
み

出
さ
れ
た
製
品
が
世
の
中
で
末
長
く
使
わ
れ

る
こ
と
こ
そ
が
、
モ
ノ
づ
く
り
の
や
り
が
い

で
あ
り
、
そ
ん
な
あ
た
り
ま
え
の
生
産
活
動

こ
そ
、
人
々
が
「
未
来
永
劫
続
け
て
い
く
べ

き
仕
事
」
な
の
で
は
、
と
言
い
ま
す
。

近
年
は
、
北
区
に
か
ぎ
ら
ず
、
本
社
の
東
京

移
転
が
加
速
し
て
い
る
の
を
感
じ
て
い
る
そ

う
で
、「
本
社
需
要
の
製
品
が
多
い
の
で
、

企
業
の
本
社
移
転
は
売
り
上
げ
に
直
結
す

る
」
と
の
こ
と
。「
Ｍ
ａ
ｄ
ｅ
　
ｉ
ｎ
　
Ｏ

ｓ
ａ
ｋ
ａ
」
こ
そ
が
信
頼
の
ブ
ラ
ン
ド
に
な

る
よ
う
磨
き
上
げ
、
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
に
左
右

さ
れ
な
い
強
い
モ
ノ
づ
く
り
を
目
指
し
、
未

来
永
劫
輝
く
会
社
で
あ
り
続
け
て
ほ
し
い
、

と
思
い
ま
し
た
。（
Ｍ
Ｉ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｎ
）

「
新
出
入
橋
東
」
の
標
識
が
あ
る
交
差
点
、
気
付
か
ず

に
通
り
過
ぎ
て
し
ま
う
ほ
ど
控
え
め
に
、
そ
の
銅
像

は
あ
り
ま
す
。近
づ
い
て
み
る
と
、大
き
な
文
字
で「
住

野
敏
郎
」
と
氏
の
名
前
、
そ
し
て
業
績
が
、
オ
ー
ト

バ
ッ
ク
ス
の
創
業
者
で
あ
る
こ
と
と
と
も
に
、
短
い

文
章
で
書
か
れ
て
い
ま
す
。

「
こ
の
地
に
、
日
本
で
初
め
て
の
カ
ー
用
品
総
合
専
門

店
と
い
う
業
態
を
生
み
出
し
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
シ

ス
テ
ム
で
全
国
に
拡
大
。
そ
し
て
同
志
経
営
者
の
心

に
火
を
付
け
、
結
果
、
カ
ー
用
品
業
界
の
発
展
に
力

を
尽
く
し
た
男
で
あ
り　
又
、
オ
ー
ト
バ
ッ
ク
ス
グ

ル
ー
プ
の
創
始
者
で
あ
る
。

住
野
敏
郎

没　
平
成
十
三
年
三
月
九
日　
八
十
歳
」

銅
像
の
周
り
は
掃
除
が
行
き
届
い
て
い
て
、
い
つ
通

り
か
か
っ
て
も
き
れ
い
に
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
創

業
者
の
像
が
屋
外
に
あ
る
の
は
珍
し
く
、
と
て
も
気

に
な
っ
て
い
た
の
で
、
直
接
オ
ー
ト
バ
ッ
ク
ス
さ
ん

に
メ
ー
ル
で
聞
い
て
み
ま
し
た
。
す
る
と
、
と
て
も

熱
い
熱
い
メ
ー
ル
が
返
っ
て
き
ま
し
た
！

こ
の
銅
像
、「
創
業
者
、
住
野
敏
郎
の
偉
業
を
称
え
、

２
０
０
２
年
（
平
成
14
年
）
３
月
９
日
の
一
周
忌
に
、

発
祥
の
地
で
あ
る
大
阪
出
入
橋（
北
区
堂
島
）に
建
立
」

さ
れ
た
の
だ
と
か
。
強
い
信
念
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
た

住
野
敏
郎
氏
に
と
っ
て
、
発
祥
の
地
で
あ
る
出
入
橋
は
、

思
い
入
れ
が
強
く
、
か
つ
一
番
落
ち
着
く
場
所
だ
っ
た

そ
う
で
す
。
そ
の
所
縁
の
地
で
、
こ
れ
か
ら
の
カ
ー
ラ

イ
フ
文
化
の
発
展
を
見
守
っ
て
も
ら
い
た
い
、
と
。

亡
く
な
っ
た
あ
と
も
見
守
っ
て
い
て
ほ
し
い
と
社
員

に
切
望
さ
れ
る
経
営
者
と
は
、
ど
ん
な
人
だ
っ
た
の

で
し
ょ
う
？

住
野
氏
は
１
９
２
０
年
（
大
正
９
年
）
申
年
生
ま
れ
。

自
分
自
身
を「
〝
終
始
一
貫
し
て
攻
撃
的
性
格
で
あ
り
、

好
き
嫌
い
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
〞
〝
何
事
も
一
途

に
構
え
、
あ
ま
り
妥
協
を
好
ま
ず
〞
」
と
評
し
て
い

た
と
の
こ
と
で
、
よ
ほ
ど
激
し
い
方
だ
っ
た
ご
様
子
。

オ
ー
ト
バ
ッ
ク
ス
を
創
始
し
た
責
任
、
使
命
感
に
あ

ふ
れ
、「
個
性
豊
か
な
カ
ー
ラ
イ
フ
文
化
の
創
造
を
通

じ
、
ま
た
、
お
客
さ
ま
に
感
動
さ
れ
る
仕
事
を
通
じ
て
、

広
く
社
会
に
貢
献
す
る
こ
と
」
を
創
業
の
精
神
と
さ

れ
て
い
た
そ
う
で
す
。「
〝
仕
事
こ
そ
人
間
形
成
〞
の

カ
リ
ス
マ
経
営
者
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
深
い
愛
情

あ
ふ
れ
る
方
で
し
た
」。
う
か
が
う
言
葉
の
ひ
と
つ
ひ

と
つ
か
ら
、
住
野
氏
に
対
す
る
深
い
思
い
と
敬
意
が

伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

胸
像
で
は
な
く
全
身
像
に
な
っ
た
の
は
、
住
野
氏
の

象
徴
的
な
姿
を
残
し
た
か
っ
た
か
ら
。「
ト
レ
ー
ド
マ

ー
ク
で
も
あ
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
〝
超
一
体
化
ネ
ク

タ
イ
〞
〝
オ
レ
ン
ジ
ブ
レ
ザ
ー
〞
を
着
用
し
て
い
ま

す
。
超
一
体
化
ネ
ク
タ
イ
っ
て
何
？
（
笑
）
左
手
人

差
し
指
を
立
て
た
〝
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の
ポ
ー
ズ
〞
も

ま
た
、氏
の
ト
レ
ー
ド
マ
ー
ク
。
コ
メ
ン
ト
を
し
た
り
、

社
員
に
檄
を
飛
ば
し
た
り
す
る
と
き
は
、
常
に
こ
の

ポ
ー
ズ
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

オ
ー
ト
バ
ッ
ク
ス
の
方
々
に
と
っ
て
は
、
住
野
氏
が

経
営
理
念
を
力
強
く
唱
え
、檄
を
飛
ば
し
て
い
る
姿
が
、

今
も
そ
こ
に
あ
る
よ
う
で
す
。「
常
に
一
番
、
ナ
ン
バ

ー
ワ
ン
経
営
を
唱
え
、
商
売
の
原
点
で
あ
る
〝
萬
事

勝
意
〞
〝
先
制
攻
撃
〞
〝
強
存
強
栄
〞
〝
創
業
の
精

神
〞
が
宿
り
、
歴
史
を
顧
み
、
学
び
の
場
そ
し
て
新

し
い
発
想
が
生
ま
れ
る
場
」
な
の
だ
そ
う
で
す
。

き
れ
い
に
整
備
さ
れ
て
い
る
銅
像
は
、３
ヶ
月
に
一
度
、

社
員
や
ビ
ル
清
掃
の
方
の
手
に
よ
っ
て
、
水
洗
い
と

乾
拭
き
、
専
用
の
布
で
丁
寧
に
磨
か
れ
て
い
る
そ
う

で
す
。
創
業
の
精
神
は
、
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
い

る
よ
う
で
す
。（
毬
）

豊
﨑
神
社
の
境
内
で
毎
月
第
３
日
曜
の
午
前
10
時
か
ら
開
催
さ
れ
て
い
る
「
豊
﨑
じ
ん
じ
ん
」。
神
社
の
「
じ
ん
」
と
人
の
「
じ
ん
」
で
、「
豊
﨑
じ
ん
じ
ん
」。
食
べ
る
、
健
康
、
出
会
い
、
遊
ぶ
を
楽
し
む
場
所
で
す
。
昔
の
遊
び
場
で
も
あ
る
神
社
の
境
内
で
、
緑
に
囲
ま
れ
て
遊
び
ま
し
ょ
う
。

ち
ょ
こ
っ
と

ち
ょ
っ
と

第
四
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目
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（
株
）
日
本
マ
ー
ク
製
造
所

豊
崎
か
ら
品
質
の
高
い
「
マ
ー
ク
」
を
製
造
・
販
売

今
も
昔
も
庶
民
の
味

出
入
橋
き
ん
つ
ば

「出入橋きんつば屋」
【所在地】大阪市北区堂島 3-4-10
【tel】 06-6451-3819（代表）
【営業時間】 
　月～金／ 10:00～19:00
　　土　／ 10:00～18:00
【定休日】日・祝

キ
タ
のキ

タ
の　

み
や
げ

え

え
も
ん

手

昔
、
大
阪
駅
に
出
入
り
す
る
船
が
行
き
来
す
る
と
こ

ろ
に
あ
る
橋
な
の
で
出
入
橋
。
今
は
高
速
道
路
が
あ

る
だ
け
で
川
は
な
い
。「
出
入
橋
き
ん
つ
ば
屋
」
の
屋

号
が
、
川
が
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
る
。
周
り
の
風
景

は
変
わ
っ
た
け
れ
ど
、
こ
こ
だ
け
は
昔
の
ま
ま
。

店
先
の
ガ
ラ
ス
の
向
こ
う
で
、
四
角
い
餡
子
に
溶
い

た
メ
リ
ケ
ン
粉
を
つ
け
、
鉄
板
に
乗
せ
て
い
く
リ
ズ

ミ
カ
ル
な
動
き
は
、
焼
い
て
い
る
人
が
変
わ
っ
て
も

同
じ
リ
ズ
ム
を
刻
ん
で
い
る
。

小
さ
い
頃
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
連
れ
ら
れ
よ
く
買
い

に
い
っ
た
き
ん
つ
ば
は
、
小
さ
い
手
に
は
温
か
く
て

大
き
く
感
じ
た
。
大
人
に
な
っ
て
訪
れ
た
お
店
に
は
、

相
変
わ
ら
ず
、
お
ば
ち
ゃ
ん
の
「
い
く
つ
し
ま
し
ょ
」

と
い
う
言
葉
と
笑
顔
が
あ
っ
た
。
変
わ
っ
た
の
は
私

が
大
人
に
な
っ
て
、
お
ば
ち
ゃ
ん
が
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

に
な
っ
た
こ
と
。

店
内
で
食
べ
て
い
る
と
、「
お
茶
、
ま
だ
あ
り
ま
す

か
？
」
と
声
を
か
け
て
気
づ
か
っ
て
く
れ
る
。
梅
田

の
オ
フ
ィ
ス
街
の
お
店
で
座
っ
て
い
て
、
ほ
っ
こ
り

居
心
地
の
い
い
、
温
か
い
空
気
を
感
じ
る
と
こ
ろ
。

「
私
が
嫁
に
来
た
頃
は
な
ぁ
、
前
に
川
が
あ
っ
て
な
、

道
も
狭
か
っ
た
。
こ
ん
な
ん
と
違
う
で
」
と
、
飾
り

気
の
な
い
言
葉
が
心
地
よ
く
聞
こ
え
る
。

│
│
後
継
ぎ
が
な
く
て
廃
業
す
る
お
店
が
あ
る
な
か

で
、
残
っ
て
い
る
の
は
す
ご
い
で
す
ね
。

「
親
の
後
ろ
姿
見
て
た
か
ら
継
い
で
く
れ
た
ん
や
ろ
う

ね
。
た
だ
、
そ
れ
だ
け…

…

」

お
ば
ち
ゃ
ん
の
う
れ
し
そ
う
な
笑
顔
が
印
象
的
だ
っ
た
。

│
│
い
つ
か
ら
は
じ
め
は
っ
た
ん
で
す
か
？

「
昭
和
５
年
創
業
。
じ
い
さ
ん
、
親
父
、
自
分
で
三
代

目
や
ね
」

│
│
な
ぜ
、
こ
こ
で
き
ん
つ
ば
を
は
じ
め
は
っ
た
ん

で
す
か
？

「
さ
あ
、
じ
い
さ
ん
に
聞
い
て
な
い
か
ら
わ
か
ら
ん
わ
」

い
か
に
も
職
人
さ
ん
ら
し
い
口
数
の
少
な
い
、
愛
想

の
な
い
言
い
か
た
。「
も
う
す
ぐ
餡
子
が
炊
け
る
か
ら
、

そ
し
た
ら
話
さ
れ
へ
ん
か
ら
」
と
言
い
つ
つ
座
っ
て

答
え
て
く
れ
た
、
や
さ
し
い
三
代
目
さ
ん
。

「
夕
方
に
次
の
日
の
餡
子
を
炊
い
て
、
型
に
入
れ
て
、

ひ
と
晩
冷
や
し
て
、
朝
、
切
っ
て
使
い
ま
す
ね
ん
」

│
│
ほ
か
へ
の
出
店
は
考
え
な
い
ん
で
す
か
？

「
自
分
で
つ
く
れ
る
量
は
決
ま
っ
て
る
。
ほ
か
の
人
に

つ
く
ら
せ
た
ら
味
が
変
わ
る
か
ら
、
自
分
で
で
き
る

こ
と
し
か
し
な
い
。
よ
そ
に
運
ぶ
に
も
防
腐
剤
も
な

に
も
入
っ
て
な
い
か
ら
、
日
持
ち
が
し
な
い
。
皮
も

メ
リ
ケ
ン
粉
を
水
で
溶
い
て
る
だ
け
、
じ
い
さ
ん
の

代
か
ら
ず
っ
と
こ
の
や
り
か
た
、
全
部
自
分
で
つ
く

っ
て
る
」

身
の
丈
に
合
っ
た
き
っ
ち
り
し
た
商
売
、
は
っ
き
り

と
自
信
を
持
っ
て
言
い
切
る
、
昔
の
大
阪
商
人
さ
ん

を
見
た
よ
う
な
気
が
す
る
。

話
し
て
い
る
あ
い
だ
も
、
箱
で
買
っ
て
い
く
人
や
食

べ
な
が
ら
帰
っ
て
い
く
人
が
、
次
々
に
来
る
。

き
ん
つ
ば
は
、
上
品
な
和
菓
子
と
い
う
よ
り
庶
民
の

和
菓
子
。
そ
れ
で
い
て
、
上
品
な
甘
さ
の
餡
子
と
も

ち
も
ち
と
し
た
外
の
皮
が
フ
ィ
ッ
ト
し
て
る
。
か
た

ち
も
、
歩
き
な
が
ら
食
べ
る
の
に
ち
ょ
う
ど
い
い
！

え
え
カ
ッ
コ
し
な
い
、
大
阪
ら
し
い
お
店
。
こ
う
い

う
お
店
が
い
つ
ま
で
も
残
っ
て
ほ
し
い
。

大
阪
ら
し
い
、
え
え
カ
ッ
コ
し
な
い
手
み
や
げ
と
し
て
、

出
入
橋
き
ん
つ
ば
屋
の「
き
ん
つ
ば
」が
、い
ち
押
し
！

も
し
、
食
べ
き
れ
な
い
と
き
は
、
冷
凍
保
存
可
能
。

自
然
解
凍
し
て
食
べ
る
と
い
い
、
と
お
店
で
教
え
て

も
ら
っ
た
。（
ミ
リ
ち
ゃ
ん
）

突
然
で
す
が
、
私
、
か
わ
い
い
も
の
が
大
好
き
で
す
。

マ
ス
コ
ッ
ト
や
着
ぐ
る
み
な
ど
の
イ
ラ
ス
ト
や
立
体

物
が
特
に
。
そ
れ
ら
を
関
知
す
る
セ
ン
サ
ー
が
あ
る

よ
う
で
、
ポ
ス
タ
ー
や
看
板
な
ど
に
描
か
れ
て
い
る

か
わ
い
い
も
の
を
見
つ
け
て
は
、
ひ
と
り
ほ
く
そ
笑

ん
で
い
ま
す
。
変
な
趣
味
で
す
ね
。
す
み
ま
せ
ん
。

用
事
で
阪
神
梅
田
駅
を
使
っ
た
と
き
、
そ
の
セ
ン
サ

ー
が
反
応
し
て
見
つ
け
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
車
止

め
に
い
る
天
使
を
。

阪
神
梅
田
駅
。
４
つ
あ
る
線
路
の
車
止
め
の
と
こ
ろ

に
い
る
、
キ
ュ
ー
ト
で
愛
ら
し
い
表
情
の
天
使
た
ち
。

よ
く
見
る
と
、
フ
ラ
ワ
ー
ス
タ
ン
ド
の
役
目
を
し
て

い
る
よ
う
で
、
貝
を
ふ
た
り
で
持
ち
上
げ
て
、
さ
り

げ
な
く
お
す
ま
し
し
て
い
る
よ
う
な
ポ
ー
ズ
。
貝
の

な
か
に
は
観
葉
植
物
が
植
え
ら
れ
た
、
す
て
き
な
立

体
物
で
す
。
車
止
め
ご
と
に
ふ
た
つ
ず
つ
、
計
８
基

あ
り
、
と
っ
て
も
目
立
つ
位
置
に
あ
り
ま
す
。
あ
り
ま

す
が
、
私
の
周
り
の
人
に
聞
い
て
も
、
そ
ん
な
の
あ
っ

た
っ
け
？　
と
言
わ
れ
ま
す
。
か
わ
い
い
の
に
。

阪
神
電
車
と
い
う
と
、
タ
イ
ガ
ー
ス
と
下
町
を
走
る

庶
民
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
ん

な
高
貴
な
天
使
が
い
た
の
に
は
、
少
し
驚
き
で
す
。

ど
う
し
て
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
い
る
の
か
、
そ
の
理
由

が
知
り
た
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
な
の
で
、
阪
神
電

車
さ
ん
に
聞
い
て
み
ま
し
た
。
す
る
と
、
返
っ
て
き

た
答
え
は
「
よ
く
わ
か
ら
な
い
」。…

…
…
…

。

わ
か
っ
て
い
る
の
は
、
１
９
８
９
年
（
平
成
元
年
）

に
設
置
し
た
よ
う
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。
き
っ
と
、

26
年
も
前
の
資
料
な
ど
残
っ
て
い
な
い
の
で
し
ょ
う
。

「
お
そ
ら
く
既
製
品
で
は
な
い
か
」
く
ら
い
し
か
わ

か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

で
も
、
ち
ゃ
ん
と
収
穫
も
あ
り
ま
し
た
。
阪
神
電
車

さ
ん
に
お
話
を
う
か
が
っ
た
な
か
で
一
番
と
き
め
い

た
の
は
、
設
置
工
事
の
こ
と
。
こ
の
天
使
た
ち
は
、

梅
田
ま
で
工
事
用
貨
車
で
や
っ
て
来
た
ん
で
す
っ
て
。

天
使
な
の
に
、
飛
ば
ず
に
列
車
に
乗
っ
て
き
た
と
か
、

な
ん
と
も
ほ
ほ
え
ま
し
い
。

そ
う
そ
う
、
天
使
が
支
え
て
い
る
観
葉
植
物
は
、
あ

の
、
甲
子
園
球
場
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
キ
ー
パ
ー
を
し
て

い
る
、
グ
ル
ー
プ
会
社
の
阪
神
園
芸
さ
ん
が
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
を
お
こ
な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
そ
の
方
々

が
週
に
一
度
、
水
や
り
な
ど
を
お
こ
な
い
、
管
理
を

し
て
い
る
と
の
こ
と
。
た
く
さ
ん
の
人
が
行
き
交
う

場
所
な
の
で
、
光
沢
を
保
つ
た
め
に
、
ホ
コ
リ
が
つ

か
な
い
よ
う
気
づ
か
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
プ
ロ
で

す
、
プ
ロ
の
仕
事
！

阪
神
梅
田
駅
は
、
阪
神
百
貨
店
の
建
て
替
え
に
合
わ

せ
て
改
装
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
気
に
な
る
の
は
、

こ
の
天
使
た
ち
は
、
改
装
後
も
活
躍
で
き
る
の
か
ど

う
か
？　
改
装
で
処
分
さ
れ
た
り
し
な
い
ん
だ
ろ
う

か
と
ち
ょ
っ
と
心
配
で
す
。
ぜ
ひ
、
末
永
く
活
躍
し

て
も
ら
い
た
い
な
ー
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
な
み
は
や
ノ
ー
ツ
）

車
止
め
の
天
使
た
ち

リ
ト
ル
フ
リ
ー
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
っ
て
知
っ
て
ま
す
か
？　
読
み
終
わ
っ
た
本
や
好
き
な
本
な
ど
を
自
宅
の
庭
先
や
戸
外
の
巣
箱
型
本
箱
に
入
れ
て
お
き
、
借
り
た
い
人
は
自
由
に
読
み
、
終
わ
っ
た
ら
返
す
と
い
う
運
動
。
世
界
中
に
ひ
ろ
が
っ
て
い
て
、
北
区
で
は
、
大
川
沿
い
の
南
天
満
公
園
前
に
１
ヵ
所
あ
り
ま
す
。

ち
ょ
こ
っ
と

ち
ょ
っ
と

駅　探
えきたん

梅田駅阪神電車
UmedaHanshindensha

北
区

神

オ
ー
ト
バ
ッ
ク
ス
セ
ブ
ン
住
野
敏
郎
氏

（
株
）
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お
ば
ち
ゃ
ん
。
そ
ん
な
印
象
で
す
。

そ
ん
な
純
子
さ
ん
が
、
自
分
の
な
か
の
〝
性
〞
に

気
付
い
た
の
は
子
ど
も
の
頃
。
舞
鶴
で
生
ま
れ
、

神
戸
で
育
っ
た
純
子
さ
ん
は
、
生
ま
れ
た
と
き
か

ら
男
性
が
好
き
だ
っ
た
と
言
い
ま
す
。一
方
で
、「
男

の
人
を
好
き
な
こ
と
と
、
男
と
し
て
生
き
る
こ
と

は
別
だ
と
思
っ
て
ま
す
」
と
、
き
っ
ぱ
り
。

男
ら
し
く
生
き
た
い
と
子
ど
も
の
頃
か
ら
思
っ
て

い
た
と
い
う
純
子
さ
ん
は
、服
装
も
男
装
で
過
ご
し
、

や
ん
ち
ゃ
を
し
て
い
た
時
期
も
あ
り
、
腕
っ
節
も

強
く
、
け
ん
か
で
も
負
け
た
こ
と
が
な
か
っ
た
の

こ
こ
数
年
、
テ
レ
ビ
を
つ
け
れ
ば
〝
オ
ネ
エ
〞
と

呼
ば
れ
る
方
々
を
目
に
し
な
い
日
は
あ
り
ま
せ
ん
。

〝
オ
ネ
エ
〞
や
〝
ニ
ュ
ー
ハ
ー
フ
〞
は
、
今
で
こ

そ
広
く
認
知
さ
れ
て
い
ま
す
。

で
も
、
そ
う
で
は
な
か
っ
た
時
代
か
ら
、
こ
の
世

界
に
身
を
置
き
、
30
年
以
上
も
の
あ
い
だ
お
店
を

続
け
て
お
ら
れ
る
方
が
い
ま
す
。
ニ
ュ
ー
ハ
ー
フ

シ
ョ
ー
ハ
ウ
ス
『
Ｊ
Ａ
Ｃ
Ｋ
＆
Ｂ
Ｅ
Ｔ
Ｔ
Ｙ
』

の
マ
マ
・
お
す
ぎ
純
子
さ
ん
。
言
わ
ず
と
知
れ
た
、

キ
タ
の
老
舗
店
の
名
物
オ
ー
ナ
ー
に
、
お
話
を
う

か
が
い
ま
し
た
。。

満
席
の
お
客
さ
ん
の
笑
い
声
が
響
く
店
内
。

お
客
さ
ん
の
見
つ
め
る
先
に
は
、
き
ら
び
や
か
な

ス
テ
ー
ジ
の
上
で
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を
浴
び
な
が

ら
、
自
虐
ネ
タ
や
毒
舌
を
織
り
交
ぜ
た
軽
快
な
し

ゃ
べ
く
り
で
そ
の
場
に
い
る
全
員
を
虜
に
す
る
、

着
物
姿
の
純
子
さ
ん
の
姿
が
あ
り
ま
す
。

艶
や
か
で
凛
と
し
な
が
ら
も
、
人
を
寄
せ
つ
け
な

い
の
で
は
な
く
、
ど
こ
か
親
し
み
や
す
い
大
阪
の

だ
と
か
。

当
時
の
周
り
の
反
応
や
ご
自
身
の
な
か
で
の
葛
藤

に
つ
い
て
「
こ
う
い
う
世
界
が
あ
っ
て
も
い
い
と

思
っ
て
ま
し
た
し
、
わ
か
っ
て
く
れ
る
人
と
だ
け

付
き
合
っ
た
ら
い
い
と
思
っ
て
ま
し
た
」
と
。
口

に
は
し
な
い
、
た
く
さ
ん
の
苦
労
も
あ
っ
た
の
だ

と
思
い
ま
す
が
、
自
ら
の
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
性
を
前

向
き
に
捉
え
、
強
く
歩
ん
で
こ
ら
れ
た
よ
う
で
す
。

数
少
な
い
先
達
に
は
、
美
輪
明
宏
（
当
時
は
、
丸

山
明
宏
）
さ
ん
が
い
ま
し
た
。

子
ど
も
の
頃
か
ら
、
華
や
か
な
衣
装
を
着
て
歌
い

踊
る
宝
塚
な
ど
の
シ
ョ
ー
が
大
好
き
だ
っ
た
純
子

さ
ん
。
シ
ョ
ー
好
き
か
ら
、
や
が
て
自
分
で
も
レ

ビ
ュ
ー
を
や
り
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
す
。

は
じ
め
た
頃
は
お
金
も
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
お

な
じ
気
持
ち
の
仲
間
た
ち
と
一
緒
に
、
全
国
各
地

の
キ
ャ
バ
レ
ー
な
ど
を
巡
り
な
が
ら
、
レ
ビ
ュ
ー

を
お
こ
な
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。

ま
た
、
お
笑
い
も
好
き
だ
っ
た
そ
う
で
、「
人
を
笑

わ
せ
る
の
が
好
き
で
、
本
当
は
漫
才
が
し
た
か
っ

た
ん
で
す
」
と
も
。
た
だ
、
純
子
さ
ん
の
よ
う
な

方
が
簡
単
に
漫
才
師
に
な
れ
る
よ
う
な
時
代
で
は

な
く
、
そ
の
夢
は
叶
い
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
、
劇

場
に
足
を
運
ん
で
は
、
中
田
ダ
イ
マ
ル
・
ラ
ケ
ッ

ト
さ
ん
や
夢
路
い
と
し
・
喜
味
こ
い
し
さ
ん
ら
の

漫
才
を
見
て
、
間
の
と
り
か
た
や
オ
チ
の
つ
け
か

た
を
勉
強
し
た
の
だ
そ
う
で
す
。

漫
才
を
し
た
い
と
い
う
夢
は
今
も
健
在
で
、
ナ
ジ

ャ
・
グ
ラ
ン
デ
ィ
ー
バ
さ
ん
と
コ
ン
ビ
で
と
き
ど

き
漫
才
を
さ
れ
て
い
る
そ
う
。
世
代
を
超
え
、
性

別
も
超
越
し
た
漫
才
が
ど
ん
な
も
の
な
の
か
、
と

て
も
気
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
お
店
を
出
さ
れ
る
以
前
に
は
、
会
社
勤
め
も
。

就
職
し
た
の
が
放
送
局
で
、
配
属
先
は
な
ん
と
ア

ナ
ウ
ン
ス
室
。
１
年
間
は
ス
ー
ツ
を
着
て
ニ
ュ
ー

ス
を
読
ん
で
い
た
の
だ
と
か
。「
言
葉
の
発
音
は
そ

の
と
き
に
覚
え
ま
し
た
」。
早
口
の
お
し
ゃ
べ
り
で

も
と
て
も
聞
き
取
り
や
す
い
の
は
、
そ
こ
に
秘
訣

こ
こ
で
働
く
人
や
住
ん
で
い
る
人
が

遊
ん
で
元
気
に
な
っ
て
も
ら
え
る

そ
ん
な
ま
ち
で
あ
っ
て
ほ
し
い

な
っ
て
帰
っ
て
も
ら
い
た
い
ん
で
す
」
と
。
シ
ョ

ー
タ
イ
ム
中
の
純
子
さ
ん
の
ト
ー
ク
に
は
、
笑
い

を
織
り
交
ぜ
な
が
ら
も
、
お
客
さ
ん
を
鼓
舞
す
る

言
葉
が
た
く
さ
ん
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

「
歌
は
き
れ
い
に
歌
っ
て
、
話
で
は
笑
わ
せ
る
。
う

ち
の
お
店
の
子
は
性
転
換
、
お
客
さ
ん
は
気
分
転

換
！
　
そ
ん
な
ふ
う
に
話
で
つ
か
ん
で
、
歌
は
し

っ
か
り
聞
か
せ
た
い
ん
で
す
」。
そ
れ
が
『
Ｊ
Ａ
Ｃ

Ｋ
＆
Ｂ
Ｅ
Ｔ
Ｔ
Ｙ
』
の
ス
タ
イ
ル
で
す
。

ま
た
、
マ
マ
が
主
役
を
務
め
る
こ
と
が
多
い
な
か
、

純
子
さ
ん
は
、
終
始
前
に
出
て
い
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。「
私
は
ト
ッ
プ
ス
タ
ー
に
な
り
た
い
わ

け
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
。
目
立
つ
の
も
そ
ん
な
に
好

き
じ
ゃ
な
い
。
ト
ッ
プ
ス
タ
ー
は
き
れ
い
な
子
に

や
っ
て
も
ら
っ
て
、
自
分
は
裏
方
だ
と
思
っ
て
ま

す
」。
ご
自
身
は
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
す
る
ほ
う
に
向
い

て
い
る
と
、
分
析
さ
れ
て
い
ま
す
。

昨
今
の
観
光
客
の
増
加
を
受
け
て
、
景
気
の
話
を

お
聞
き
す
る
と
、こ
ん
な
答
え
が
返
っ
て
き
ま
し
た
。

「
な
じ
み
の
お
客
さ
ん
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
地

元
の
人
が
通
っ
て
い
る
店
の
ほ
う
が
い
い
で
す
か

ら
」。「
団
体
さ
ん
を
入
れ
て
し
ま
う
と
、
な
じ
み

の
お
客
さ
ん
が
入
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
で
し
ょ

う
」
と
、
あ
た
り
ま
え
の
よ
う
に
話
さ
れ
ま
す
。

１
０
０
坪
も
あ
る
お
店
な
の
で
、
ツ
ア
ー
等
の
団

体
さ
ん
の
ニ
ー
ズ
も
た
く
さ
ん
あ
る
は
ず
で
す
が
、

そ
の
日
一
度
き
り
の
団
体
客
よ
り
も
、
地
元
の
な

じ
み
の
お
客
さ
ん
を
大
切
に
し
続
け
る
の
が
、
純

子
さ
ん
の
ポ
リ
シ
ー
。

大
阪
・
キ
タ
へ
の
思
い
も
熱
く
、「
キ
タ
と
ミ
ナ
ミ

は
違
い
ま
す
か
ら
。
ミ
ナ
ミ
は
海
外
か
ら
の
旅
行

客
が
本
当
に
多
く
な
っ
て
い
ま
す
け
ど
、
キ
タ
は
、

こ
こ
で
働
く
人
や
住
ん
で
い
る
人
が
、
遊
ん
で
元

気
に
な
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
、
そ
ん
な
ま
ち
で

あ
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
」
と
、
話
し
ま
す
。

大
阪
を
元
気
に
し
た
い
。
キ
タ
を
元
気
に
し
た
い
。

が
あ
っ
た
の
で
す
ね
。

い
つ
か
は
自
分
の
お
店
を
持
ち
た
い
と
い
う
夢
を

持
ち
な
が
ら
、
自
分
の
好
き
な
も
の
を
大
切
に
、

ど
ん
な
と
き
も
真
剣
に
学
ん
で
こ
ら
れ
た
か
ら
こ

そ
、
今
の
純
子
さ
ん
が
あ
る
よ
う
で
す
。

そ
ん
な
と
き
、
理
解
あ
る
ビ
ル
オ
ー
ナ
ー
と
の
ご

縁
で
、
シ
ョ
ー
を
す
る
の
に
ち
ょ
う
ど
い
い
場
所

を
紹
介
さ
れ
ま
す
。
１
０
０
坪
で
、
柱
が
な
く
、

う
っ
て
つ
け
の
場
所
で
す
。

そ
ん
な
ご
縁
か
ら
、
つ
い
に
、
ニ
ュ
ー
ハ
ー
フ
シ

ョ
ー
ハ
ウ
ス
『
Ｊ
Ａ
Ｃ
Ｋ
＆
Ｂ
Ｅ
Ｔ
Ｔ
Ｙ
』
を

出
店
。
オ
ー
プ
ン
は
、
昭
和
59
年
（
１
９
８
４
年
）

４
月
４
日
。
そ
う
、「
オ
カ
マ
の
日
」
で
す
。

「
お
な
じ
気
持
ち
の
人
の
受
け
皿
に
な
り
た
い
と
い

う
思
い
も
あ
り
ま
し
た
」。
シ
ョ
ー
を
や
り
た
い
と

い
う
自
分
の
夢
の
み
な
ら
ず
、
ニ
ュ
ー
ハ
ー
フ
が

社
会
の
な
か
で
生
き
に
く
か
っ
た
時
代
に
、
そ
ん

な
こ
と
も
考
え
て
お
ら
れ
た
の
だ
そ
う
で
す
。

「
お
客
さ
ん
は
マ
マ
と
呼
ぶ
け
れ
ど
、
お
店
の
子
や

他
の
お
店
の
子
か
ら
は
、
お
母
さ
ん
と
呼
ば
れ
て

い
ま
す
」。

そ
ん
な
純
子
さ
ん
に
育
て
ら
れ
た
女
の
子
は
数
多

く
、
現
在
、
お
店
の
チ
ー
マ
マ
を
務
め
る
セ
リ
さ

ん
も
そ
の
ひ
と
り
。
今
や
、
ニ
ュ
ー
ハ
ー
フ
の
コ

ン
テ
ス
ト
で
世
界
４
位
の
実
力
を
持
つ
彼
女
で
す

が
、
19
歳
で
お
店
の
面
接
に
や
っ
て
来
た
と
き
は
、

ビ
ー
チ
サ
ン
ダ
ル
姿
。「
追
い
返
そ
う
と
思
っ
た
ん

で
す
け
ど
、
話
を
聞
く
と
、
田
舎
か
ら
出
て
き
て

所
持
金
は
千
円
。
今
日
泊
ま
る
と
こ
ろ
も
な
い
と

い
う
の
で
、
そ
の
日
は
私
の
家
に
泊
め
て
、
お
家

も
探
し
て
、
お
店
で
働
い
て
も
ら
う
よ
う
に
し
ま

し
た
。
こ
ん
な
に
化
け
る
と
思
っ
て
な
か
っ
た
で

す
け
ど
ね
」
と
、う
れ
し
そ
う
に
話
さ
れ
ま
す
。「
お

母
さ
ん
や
か
ら
こ
そ
叱
れ
る
し
、
褒
め
る
こ
と
も

で
き
る
ん
で
す
」
と
い
う
言
葉
か
ら
は
、
母
親
の

気
持
ち
を
兼
ね
備
え
た
懐
の
深
い
経
営
者
の
姿
勢

が
う
か
が
え
ま
す
。

「
女
の
子
た
ち
に
は
幸
せ
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
。

当
時
は
こ
こ
し
か
生
き
る
道
が
な
か
っ
た
け
れ
ど
、

そ
ん
な
の
は
私
だ
け
で
い
い
ん
で
す
。
今
は
戸
籍

上
も
女
に
な
れ
る
し
、
結
婚
も
で
き
る
。
女
と
し

て
生
き
ら
れ
ま
す
か
ら
ね
。
自
分
の
で
き
る
こ
と

を
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
道
で
生
き
て
ほ
し
い
ん
で

す
」
と
、
力
強
く
話
さ
れ
ま
す
。

純
子
さ
ん
が
お
店
を
は
じ
め
ら
れ
た
頃
は
、
ま
だ

ま
だ
偏
見
も
多
か
っ
た
た
め
、
水
商
売
以
外
の
選

択
肢
は
極
端
に
少
な
く
、
漫
才
師
の
夢
も
叶
わ
な

か
っ
た
。
や
っ
と
時
代
が
追
い
つ
き
は
じ
め
、
自

分
ら
し
く
生
き
る
選
択
肢
が
増
え
て
き
た
今
だ
か

ら
こ
そ
、
我
が
子
た
ち
に
は
自
由
に
自
分
ら
し
く

生
き
て
ほ
し
い
と
願
う
、
ひ
と
り
の
母
親
の
姿
が

見
え
ま
し
た
。
そ
ん
な
ふ
う
に
本
当
に
相
手
の
こ

と
を
思
い
や
れ
る
純
子
さ
ん
だ
か
ら
こ
そ
、
多
く

の
人
に
慕
わ
れ
る
「
お
母
さ
ん
」
な
の
で
し
ょ
う
。

そ
の
お
母
さ
ん
気
質
は
、
お
店
の
外
で
も
発
揮
さ

れ
て
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
、
性
同
一
性
障

害
の
子
ど
も
の
親
御
さ
ん
に
対
し
て
、
相
談
相
手

に
な
る
活
動
を
さ
れ
て
い
ま
す
。「
歳
を
と
っ
た
か

ら
言
え
る
の
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
、
そ
う
い
う

助
け
が
し
た
い
と
思
っ
て
ま
す
。
ひ
と
り
で
は
限

界
が
あ
り
ま
す
け
ど
、
少
し
で
も
力
に
な
れ
れ
ば
」。

時
間
が
許
す
と
き
に
は
相
談
に
乗
り
、
少
し
で
も

親
御
さ
ん
や
お
子
さ
ん
が
生
き
や
す
く
な
る
よ
う

手
助
け
を
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
。
こ
れ
も
ま
た
、

お
な
じ
境
遇
の
人
の
受
け
皿
と
な
っ
た
り
、
よ
り

よ
く
生
き
て
ほ
し
い
と
願
う
、
純
子
さ
ん
の
大
き

な
母
の
愛
が
な
せ
る
技
だ
と
思
い
ま
す
。

梅
田
の
一
等
地
で
お
店
を
30
年
以
上
続
け
る
の
は
、

並
大
抵
の
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。『
Ｊ
Ａ
Ｃ
Ｋ

＆
Ｂ
Ｅ
Ｔ
Ｔ
Ｙ
』
を
長
く
続
け
て
こ
ら
れ
た
思
い

を
お
聞
き
す
る
と
、「
大
阪
の
人
を
元
気
に
し
た
い

と
い
う
思
い
で
す
。
お
店
に
来
て
も
ら
っ
た
ら
、

嫌
な
こ
と
を
忘
れ
て
も
ら
っ
て
、
背
中
を
押
し
て

あ
げ
る
。
明
日
も
が
ん
ば
ろ
う
と
い
う
気
持
ち
に

そ
ん
な
大
阪
へ
の
熱
い
思
い
は
、
生
前
に
親
交
の

深
か
っ
た
、
故
・
や
し
き
た
か
じ
ん
さ
ん
の
影
響

も
大
き
い
と
言
い
ま
す
。「
半
分
以
上
、
尊
敬
す
る

た
か
じ
ん
さ
ん
の
血
が
流
れ
て
ま
す
か
ら
」
と
、

凛
々
し
く
話
す
純
子
さ
ん
。

そ
の
言
葉
か
ら
は
、
大
阪
を
元
気
に
し
て
い
き
た

い
と
い
う
熱
い
思
い
と
、
大
阪
を
元
気
に
す
る
た

め
に
活
動
さ
れ
て
い
た
た
か
じ
ん
さ
ん
の
遺
志
を

継
い
で
い
く
の
だ
と
い
う
、
使
命
感
に
も
似
た
も

の
を
感
じ
ま
す
。

今
後
の
夢
を
お
聞
き
す
る
と
、「
育
て
た
女
の
子
た

ち
の
活
躍
を
見
届
け
た
い
で
す
ね
。
あ
と
は
、
や

る
こ
と
や
っ
て
、
ば
ー
っ
！
と
死
に
た
い
」。
我
が

子
を
思
う
母
親
の
一
面
と
、
大
阪
を
元
気
に
し
て
、

潔
く
生
き
た
い
と
い
う
男
前
な
一
面
。
そ
の
両
面

を
持
つ
純
子
さ
ん
の
魅
力
が
詰
ま
っ
た
ひ
と
こ
と

で
す
。

純
子
さ
ん
は
今
日
も
き
ら
び
や
か
な
ス
テ
ー
ジ
の

上
、
艶
や
か
な
着
物
に
身
を
包
み
、
お
客
さ
ん
を

笑
わ
せ
、明
日
へ
の
活
力
を
提
供
し
ま
す
。
そ
し
て
、

最
後
は
大
阪
へ
の
愛
を
、
歌
い
ま
す
。
た
か
じ
ん

さ
ん
か
ら
形
見
分
け
で
い
た
だ
い
た
と
い
う
、『
東

京
』。
客
席
を
巡
り
な
が
ら
、
お
客
さ
ん
一
人
ひ
と

り
と
握
手
を
し
、
再
び
ス
テ
ー
ジ
に
戻
り
、
最
後

の
１
フ
レ
ー
ズ
だ
け
は
「
東
京
」
を
「
大
阪
」
に

置
き
換
え
、「
悲
し
く
て
　
悔
し
く
て
　
泣
い
て
泣

い
て
ば
か
り
い
た
け
ど
　
か
け
が
え
の
な
い
人
に

逢
え
た
　
大
阪
」
と
歌
い
上
げ
ま
す
。
こ
ん
な
に

も
大
阪
へ
の
愛
が
詰
ま
っ
た
『
東
京
』
は
、
こ
こ

で
し
か
聞
け
ま
せ
ん
。

今
よ
り
も
ず
っ
と
社
会
の
理
解
が
得
ら
れ
な
か
っ

た
頃
か
ら
、
30
年
以
上
お
店
を
続
け
ら
れ
て
き
た

純
子
さ
ん
。
彼
女
の
言
葉
は
清
々
し
い
く
ら
い
前

向
き
で
、
質
量
を
伴
っ
て
い
る
が
ゆ
え
に
、
彼
女

の
言
葉
は
と
て
も
重
く
胸
に
届
き
ま
す
。
言
葉
に

は
表
せ
ら
れ
な
い
多
く
の
苦
労
や
葛
藤
を
乗
り
こ

え
て
こ
ら
れ
た
か
ら
こ
そ
の
、
母
親
の
よ
う
な
大

き
な
愛
と
、
男
勝
り
の
か
っ
こ
よ
さ
が
、
彼
女
の

言
葉
に
は
宿
っ
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。（
終
）

大
阪
を
元
気
に
し
た
い
、

キ
タ
を
元
気
に
し
た
い
。

そ
れ
が
、
尊
敬
す
る

た
か
じ
ん
さ
ん
と
の
約
束

聞
き
手
・
書
き
手
／
依
藤
智
子

男
の
人
を
好
き
な
こ
と
と
、

男
と
し
て
生
き
る
こ
と
は
別

お
母
さ
ん
や
か
ら
こ
そ
叱
れ
る
し
、

褒
め
る
こ
と
も
で
き
る
ん
で
す

き
れ
い
に
歌
っ
て
、

話
で
笑
わ
せ
る

シ
ョ
ー
が
好
き
で
、

レ
ビ
ュ
ー
を
や
り
た
か
っ
た

彼
女

キ
タ

ラ
ブ
ス
ト
ー
リ
ー

キ
タ

と

ラ
ブ
ス
ト
ー
リ
ー

の

ラ
ブ
ス
ト
ー
リ
ー

第
六
回

第
六
回

「
Ｊ
Ａ
Ｃ
Ｋ
＆
Ｂ
Ｅ
Ｔ
Ｔ
Ｙ
」
オ
ー
ナ
ー

お
す
ぎ
純
子
さ
ん
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